




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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　カリカリと数字を刻む、キミのそのシャープペンシル。

　製図メーカーの３０００円もするスタイリッシュな冷たいアルミ製。

　長い指に桜貝みたいなキレイな爪つめ、ちょっとゆるめたネクタイとボタン２つぶん開けたワイシャツの胸元、時おり波打つ喉のど仏ぼとけ。

　長い睫まつ毛げ、薄うすいくちびる、やわらかそうな髪かみ。

　放課後のこの時間、図書館はオレンジ色に染まるから、私の中でキミの色はオレンジに決まっていた。

　たった45分間のオレンジ色の時間。

　長い睫毛が下を向いている時だけ、私はキミを盗ぬすみ見る。

　キミと私は一度も同じクラスになった事がない。

　この３年間、たった一度も。

　時おり行くキミのクラスは男女仲が良くて、いつもみんな楽しげだった。

　でも、キミはよく一人でヘッドフォンをして外を眺ながめていた。

　話を振ふられれば耳につけたそれを外して、一言二言。

　笑うでもなく、不ふ機き嫌げんなわけでもなく。




　キミのクラスにいる、私の友人は言う。

「遠えん藤どう？　愛あい想そないよね。格好いいけど、なに考えてるかわかんないし」

「バスケ部が練習してるの見たけど、普ふ通つうに笑って話してたよ」

　私が言うと「バスケバカじゃん、遠藤って。部活だと女子マネとも普通に話すみたいよ。付き合ってるって噂うわさ。あそこの女子マネ、あの由ゆ依いだよ？　なんなん、あの声、アホっぽいわ」と、辛しん辣らつだった。

　私は心に刺ささった言葉に、密ひそかに顔をゆがめた。

　それを友人は勘かん違ちがいして「やっぱり、由依キライだよね？　媚こびすぎじゃね？」なんて言ってくる。

　私はあわてて「私は由依キライじゃないよ。一年の時、仲良かったし」と否定するけど、友人は「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。黙だまっておくから」なんて、勘違いしたまま。

「入り口、ふさがないで」

　教室の入り口で話していた私たちに言ったのは、キミだった。

　私はうなじが総毛立った気がした。

　ヒヤッとして、避よけながらキミを見ると、キミも私をちらっと見て去っていった。

「聞かれたかな」

　友人の言葉はさらに私に刺さる。

「悪口ちくるような奴やつじゃないか」

　あっけらかんと言う友人に、私は泣きたくなった。

　悪口……。

　思ってもいない悪口をキミに聞かれたかもしれない。

　しかも彼女、いるんですか……。

　私は憶おく測そくに過ぎない情報にすっかり気持ちが負けて、口をつぐんだ。







　私はその日、運が悪かった。

　雨が降っていてやたら混こんでいたバス。

　いつもなら同じバス停から乗る女友達からは、親に車で送ってもらうと連れん絡らくがきた。

　乗りこんだバスは身動きが取れないほど混み合っていて、高い湿しつ度どに窓が曇くもっていた。

　私はバスの中ほどで、圧おされるようにしながらバスの揺ゆれに耐たえるしかなかった。

　人いきれ、誰だれかの甘い香こう水すいのにおい。

　息が詰つまりそうだった。

　それに加え、お尻しりになにかがぶつかっていて、痴ち漢かんかどうかもわからず、動くこともできず、ひたすらに時間が過ぎるのを待っていた。

「向むか井い、向井理り緒お」

　私は目の前の一人席に座る、同じ学校の制服に身を包んだ男子に名前を呼ばれて驚おどろいた。

「ここ座んな」

　私が驚いていることなど気にもせず淡たん々たんとそう言うと、さっと立ち上がって私を自分が座っていた席に座らせる。

「あの……ありがとうございます。名前……」と言うと、その男子は私のスクールバッグにつけてあるパスケースを長い指でさして言う。

「そこに書いてあった」

　素っ気ないほど短い返事。

　私は聞けなかった。

　そうじゃなくて、キミの名前を聞きたかったのに。




　そんな、キミとの出会いから既すでに２年がたっている。

　私は意気地なし。

　名前は後から知ったけど、あの時にちゃんと聞かなかったから、学校ですれ違ちがっても名前を呼びかけることもできない。

　キミのことを目で追って、そんなことをしているのは私だけじゃないことに気づくと、また怖おじ気づく。

　せめてクラスが一いつ緒しよになれば、せめてバスでたまたま隣となり合わせになれば、話すきっかけが摑つかめるかもなんて、淡あわい期待は肩かた透すかしのまま、無む慈じ悲ひに時が過ぎていく。

　まともに話すことなどないままに、とうとう３年生の夏が終わり、部活を引退したキミはバスを待つ45分間を図書館で勉強するようになった。







　私はいつも六人がけのテーブルの通路側の端はし。

　キミはいつも斜ななめ向かいの窓側の端。

　私が勇気を出して近寄れた距きよ離り。

　まだまだ遠くて話すこともできないけど。

　キミを密かに盗み見ると、近くてドキドキする。

　キミの隣となり、その隣、そして通路をまわってやっと私。

　意気地なしの私が勇気を最大限ふりしぼって近づけたのは、キミの睫毛がやっと見えるこの席までだった。

　集中なんてできないけれど、私も数学の教科書とノートを開く。

　そして、一応問題を解いてみたりする。

　キミは長い指でそのスタイリッシュなシャープペンシルをくるんと回転させる。

　そんな時、私の気持ちもキミの手のひらで踊おどっている。

　あまりに浮うかれていて恥はずかしくなり、気持ちを引き締しめてノートに向かうと、コロコロと角がなくなり丸くなった黒色の消しゴムが私のノートにぶつかった。

　それを捕つかまえて顔を上げると、キミと目が合う。

「悪い、投げていいよ」

　キミはオレンジ色に染まった頭を振って、よく見えるように目にかかっていた髪かみを散らして退どけた。

　私は頷うなずいて消しゴムをポンッと放ほうった。

　放物線を描えがいた消しゴムがキミの手のひらに包まれた。

「どうも」

　キミはそう言って、もう一言なにか言いたげに私を見つめていたけれど、また下を向いてノートに視線を戻もどす。

　この時がオレンジ色で良かった。

　私の顔がきっと赤くても、キミにはオレンジにしか見えなかっただろうから。

　私はドキドキしたまま数学のノートを睨にらみつける。

　そうでもしないと、嬉うれしくて顔がとけだすと思ったから。

　それに、良かったと飛び上がりたくなる気持ちを抑おさえたかった。

　変なやつだとキミに思われたくない。

　やっと近寄れた斜め向かいの席だから。

　時間が来てキミが立ち上がるまで、私はいつもよりずっとドキドキしていた。

　でも、キミは相変わらず何でもないように片づけをして、バス停に向かって図書館を後にした。




　　　　＊＊＊




　毎日毎日、決まった席で勉強を45分。

　意気地なしの私の至福の時間。

　オレンジ色の時間は短くなり、最近は図書館の明かりが灯って味気ない。

　冬になり、年が暮れようとしていた。

　もうすぐ冬休み。




　いつものように、45分間勉強をしたキミが立ち上がる。

　私もそれにつられるように、ポーチ型の筆箱にシャープペンシルを片づけはじめた。

　キミはいつものように私の横を通りすぎると思っていた。

　しかし、私の視界にキミの桜貝色の爪つめが現れて、私は顔をあげた。




「いつになったら、隣に座んだ向井理緒」




「え……」

「チラチラ見てるなら、堂々と隣に座れよ、ばーか」

　私は自分でも真っ赤になったのがわかるほど顔が熱くなった。

　そんな私を見てキミが小さく笑う。

「ヘタレだな。ほら、バス来るぞ」

　私は固まる。

　フリーズした機械のように動けないまま。

　そんな私にめったに笑わないキミはまた表情を崩くずして、転がっていた水色の消しゴムを私の手にしている筆箱に押し込んだ。

「明日あしたから隣に座れよ」

　キミはそう言うと、歩き出そうとした。

　だから、私は渾こん身しんの勇気をふりしぼってキミのリュックを摑んだ。

「一緒に！　一緒に……帰りたい」

　キミはおかしそうに微笑ほほえんで「何ヵ月かかってんだよ」と、言った。







　それからの私は、キミの隣が定位置になった。

　好きですと言ったのは、年が明けてから。

　キミは「今さら」とまた笑って、キスをした。




　夕焼けがキミを照らす、オレンジ色。
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「Sweet16スイート・シツクステイーンっていうのがあってね」

　私が小さい頃ころから、パパは言っていた。それは海の向こう、アメリカでの伝統。16歳の誕生日は「大人の仲間入りをする大切な記念日」とされていて、特に女の子は盛大にお祝いをするんだって。

　ゴージャスなドレス、部屋中に飾かざられたバルーン、食べきれないほどに大きくてカラフルなケーキ。写真で見るそれらに、私の心は躍おどった。早く16歳になりたいって。

　そして今日、ついに私はスイート・シックスティーンの誕生日を迎むかえた。クラブを貸し切りにしてにぎやかにパーティー！　とはいかなかったけれど、大好きなお寿す司しとフルーツいっぱいのケーキでお祝いしてくれたパパとママが感激して目を潤うるませていたのを見て、幸せをじんわり嚙かみしめることができたとってもイイ一日だった。

　いよいよ大人の仲間入り、結けつ婚こんだってできちゃう。なぁんて相手がいないどころか、まだ誰だれかと付き合ったことさえないけれど。でも、好きな人はいる。ずっと思い続けた大切な人が……。

　誕生日プレゼントは念願のスマホ。ついに私も、友達からはだいぶ遅おくれてのスマホデビューだ。自分の部屋でひとり、スマホを握にぎりしめ、意を決して電話番号をタップする。一番初めに、話したかったあの人の番号を。







「航こう太た！」

　梅雨つゆ明け宣言が出た、週明け月曜日の登校時。前を歩く、見慣れた背中を見つけて駆かけ寄った。

「おう」

　面めん倒どうくさそうに振ふり向いたのは、同じ高校に通う久く保ぼ原はら航太。小学校からの幼なじみだ。

「見て見て！　じゃーん」

　航太の顔面めがけて、昨日手に入れたばかりのスマホを突つき出す。

「ついに手に入れたよーん。ス・マ・ホ」

「……おう」

「反応、うっす。もうちょっとなにかないの？　やったな、とか、誕生日おめでとう、とか。あ、私、まだ航太からプレゼントもらってないんだけど」

「は？　お前だって先月の俺の誕生日、なにもなかったろ」

「ちゃんと言ったじゃん。『おめでとう』って」

「言葉だけかよ」

「そんな事より、航太」

　航太に会ったら、まっさきに聞きたかった事があった。

「翔しよう吾ごにぃの電話番号って変わっちゃった？　昨日、前に教えてもらった番号に電話したんだけど、『おかけになった電話番号は』ってヤツになっちゃったんだよね」

　翔吾にぃは航太の３つ上のお兄ちゃんだ。

　この春高校を卒業して、東京でひとり暮らしをしながら大学に通っている。

「あぁ、そういや変えたとか言ってたっけな」

「やっぱり！　もう、なんで教えてくれなかったのよ」

「お前がスマホ持ってないからだろ」

「教えて教えて。最初にこのスマホからかけるのは、翔吾にぃって決めてたんだから」

「ったく、朝からテンション高すぎんだよ」

　文句を言いながらも、航太は自分のスマホを出して、翔吾にぃの番号を教えてくれた。

「ねぇ、今かけちゃっても平気かな？　もう翔吾にぃ起きてると思う？」

「知らねぇよ」

「だって、放課後まで待つのつらいもん。かけちゃおーっと」

　私は立ち止まって、スマホをタップする。

「先行くぞ」

「了りよう解かいー」

　立ち去る航太に手を振って、私は鳴りはじめた呼び出し音に集中した。

『……はい』

　スマホ越ごしに、ちょとかすれた、懐なつかしい翔吾にぃの声が。

「翔吾にぃ!?　真ま希きだよ！」

　大好きな人の声が、聞こえた。







　翔吾にぃと航太の兄弟家族とは、以前暮らしていた同じアパートのおとなりさん同士だった。

　毎日学校が終わると、アパートに住む子ども同士で近くの公園で遊んでいて、その頃から、私は翔吾にぃにすっかりなついていた。

　頭がよくてスポーツ万ばん能のうで、だれにでも優やさしかった翔吾にぃ。

　町に探検に出て迷子になったときも、土手で自転車を飛ばしすぎて転んで怪け我がしたときも、助けに飛んできてくれたのは翔吾にぃだった。

　中学生になって両家とも引っ越こししても、同じ町内だったので翔吾にぃは私と航太の勉強を見てくれたり、部活や受験の相談に乗ってくれたり、変わらず頼たよりになる存在だった。

　会えば翔吾にぃの一挙一動にドキドキして、会えないときは早く会いたくてドキドキして、「あー私、翔吾にぃの事が好きなんだぁ」って気づいたら、毎日がすっごくキラキラしたのがわかった。

　翔吾にぃは、いつだって私のヒーローだった。

　だから、翔吾にぃが高校を卒業して、東京へ行ってしまったときは、人生が真っ暗になった気がした。

「いつでも遊びにおいで」

　って言ってくれた翔吾にぃにはなかなか会いに行けなかったけど、誕生日にスマホを手に入れたら、一番に翔吾にぃに電話しようって決めていたのだ。







『真希？　驚おどろいた。久しぶり』

　学校についた私は、この町にいた頃と変わらない翔吾にぃの優しい声を思い出しながら、始業前の教室でスマホと向かい合っていた。

『良かったら、俺のインスタ、チェックしてみて。真希が好きそうなスイーツの店とかもあげてるから』

　教えてもらったアカウントを、手こずりながらも検けん索さくしてみる。

「あ！　あった」

　ちょっと髪かみが茶色くなった翔吾にぃの顔写真が目印の、それを見つけた。タップすると、投とう稿こうされた写真がズラリと現れる。

「すごーい。芸能人みたい」

　美味おいしそうな食べ物や、おしゃれなショップ、楽しそうなＢＢＱの様子の写真などが色いろ鮮あざやかに並んでいる。

「……あ、れ？」

　画面をスクロールしていた指が、思わず止まった。

　１枚の画像にくぎづけになった。

　翔吾にぃと知らない女の人が寄り添そって写っている。日付は昨日。画像の下には、

『付き合って、３か月記念日。いつもありがとう』

　の文字。ごていねいに最後はハートマークつき。

　翔吾にぃに彼女がいた。

　もう何か月も前から。

「よーし、一時間目の授業はじめるぞー」

　すでに始業の鐘かねは鳴り終えて、教きよう壇だんには先生がいたけれど、私は真実を見み極きわめなくてはと机の下でスマホを見続けていた。

　震ふるえる手でほかの投稿も見ていくと、何枚もの写真が彼女とのデートのワンシーンだとわかってしまった。

　極めつけは昨日の投稿だ。

「スイート・シックスティーンだ」なんて浮うかれていた私の誕生日に、翔吾にぃは彼女と『交際して３か月』の記念日を祝っていた。私のことなんて、１ミリも思い出さずに。

　哀かなしくてみじめで情けなくて、気がつけば目から涙なみだがあふれだしていた。

「……あ」

　ぽろぽろとこぼれた涙のしずくがスマホ画面を濡ぬらして、私はあわてて手のひらで画面をぬぐった。すると──。

「やばっ」

　おかしなところをタップしてしまったようで、なにやら動画が再生され、大音量で教室中に激しい音楽を響ひびき渡わたらせてしまった。

「こら！　誰だれだ！　校内ではケータイは使用禁止だろう！」

　電源をオフにしても時すでに遅おそし。担任でもある国語教師の鎌かま田た先生、通つう称しよう・ゴジラが肩かたをいからせてこちらへ向かってくる。あーもう最悪だ。自じ業ごう自じ得とくとはいえ、失しつ恋れんしてズタボロの私にさらなる試練を与あたえようだなんて。

　うつむいたまま、ゴジラの怒いかりのビームを浴びようと観念した時、思わぬ声が私のとなりからあがった。

「俺でーす！　すんません！　プロレスの動画見てたら、音出ちゃいましたー」

　立ち上がって、スマホを手にかかげているのは、となりの席の航太だった。







「次やったら反省文、原げん稿こう用紙10枚だからなー」

　放課後、職員室の前で待っていると、ゴジラの声が聞こえてきた。

「はーい、失礼しまーす」

「航太！」

　扉とびらが開いて、出てきた航太を呼び止める。

「おう」

　いつものようにぶっきらぼうな返事。

　上うわ履ばきを履はき替かえて、帰ろうとする航太の後を追った。

「……なんで」

「あ？」

「なんで、身代わりなんかになったのよ。放ほうっておけばよかったのに、私のことなんて」

　ちがう。

　言いたいのはこんな言葉じゃない。

　なによりも先に「ごめんね」とか「ありがとう」とか言わなきゃいけないのに、私の口から出てきたのは、航太を責める言葉だった。

「知ってたんでしょ!?　翔吾にぃに彼女がいたこと。振ふられてみじめな私が可か哀わいそうだとでも思った？　ひとりでずっと浮かれて片思いし続けて、バカみたいだって思ってたんでしょ？」

　最悪だ。振られたやつあたりを、助けてくれた航太にするなんて。

　でも胸が痛くて苦しくて、思いを吐はき出さなきゃいられなかった。

　待ちに待ったスイート・シックスティーンなのに、イイことなんてひとつもない。これじゃビターだ。ビターでブラックなシックスティーンじゃないか。

「……じゃあお前はさ」

　鼻の奥がつんとして、また涙があふれそうになったとき、航太が口を開いた。

「俺が『翔吾にぃに彼女ができた』って教えてたら、『はいそうですか』って兄貴のこと、どうでもよくなったワケ？」

「……それは」

「そんなもんだったん？　お前の『好き』って」

「そ、そんなワケないでしょ!?」

　涙はスッと引っこんで、頭にカッと血が上った。

「ずっと、ずっと好きだったんだから！　はじめて会ったときから、もう10年も！　そんな簡単に変わるワケないじゃん!!　人の気持ちも知らないで、なんでそんなこと言うのよ！」

「知ってたよ。知ってたから、『みじめだ』とか『バカみたい』とか、つまんない言葉で片づけんじゃねぇよって言ってんだよ！」

　言葉につまった。

　航太の言う通り、たしかに私は自分で自分のこれまでの想いを、『無意味なものだった』と思いこんでしまった。大切な思い出も、キラキラした気持ちも……。




「片思いがバカみたいだって言うなら、俺だって10年間、ずっとバカのまんまだよ」




　つぶやいた航太の言葉に、思わず問いかけた。

「……え？　航太が片思い？　誰に？」

「だ、誰って、そりゃ……」

　私の問いに、みるみる航太の顔が紅あかくなるのがわかる。

「私の知ってる子？　あれ？　でも10年って……、え？」

　それって、まさか……？

「あぁぁーーっっ、言わねぇからなっ！　今日のお前には絶対言わねぇっ!!　振られて落ちこんでるお前につけこむみたいな真ま似ね、俺は絶対しねぇからな！　今の忘れろ！　速そつ攻こう忘れろ!!」

　航太が必死になって弁解する言葉を理解しようと、頭で反はん芻すうするうちに、自分の頰ほおも熱をもってきたのがわかった。

「な、な、なによ！　なんでいきなりそんなこと言うのよ！」

「いきなりじゃねぇよ！　お前が気づかなかっただけだろ！」

「だって……」

「なんとも思ってない奴やつのために、わざわざゴジラに怒おこられたりすっかよ！　あー、もうここまで！　この話はここまで！」

　強ごう引いんに話を終えた航太は、鞄かばんの中から小さな包みを取り出した。

「コレ、受け取っとけ」

「なに？　これ」

「言ってたろ、昔っから。16歳の誕生日は特別だって」

　覚えていてくれたんだ、航太は。

　私の誕生日も。スイート・シックスティーンのことも。

「開けていい？」

「え？　いや、家で開けろよ。って、答え聞く前から開けてんじゃねぇよ」

　包みの中から出てきたのは、パワーストーンで作られたストラップだった。繫つながれた白とピンクの石の真ん中で、煌きらめいてる赤い石は……。

「これ、ルビー？」

「……小せぇけどな」

『スイート・シックスティーンに誕生石を贈おくられた女の子は幸せになれる』

　そんな言い伝えも、航太は覚えてくれていた。

「……ありがとう。大切にする」

「……おう」

「……ねぇ」

「……なんだよ」

「……さっきの話。いつか、ちゃんと聞かせてくれるの？」

　びっくりしたし、心底驚おどろいたけれど、イヤじゃなかった。航太の気持ち。

「だーっ！　なんで話を蒸むし返すんだよっ！」

「だって！　気になるじゃない！」

　もう一度、ちゃんと聞きたかった。

「あー、なんだ、いつものお前に戻もどったらな！」

「なによソレ」

「ムダに明るくてムダに元気な、いつもみたいに弁当食った後に、購こう買ばいのパン食うくらいのお前に戻ったらだよ！」

「な、なんで、そんなとこ見てんのよ!?」

「うっせぇな、ずっと見てたんだよ、お前のことは！」

　ずっと……。

　航太の言葉がスイッチになって、この10年間を思い出す。

　迷子になったときに、ずっと手を繫いで励はげましてくれたのも、怪け我がしたときに、まっさきに駆かけて行って翔吾にぃを呼んできてくれたのも、受験勉強を、励まし合って頑がん張ばったのも航太だった。いつだってそばにいたのは、ずっと見ていてくれたのは航太だったんだ。

「……ありがとう」

「礼はさっき聞いただろ」

「もっと、いろんな意味のありがとうだよ」

　もらったストラップを太陽にかざす。

　７月の太陽を浴びたルビーが、キラキラと光を放って、落ちこんでいたビターな気持ちを甘くHappyに変えてくれるようだった。

「じゃあ、楽しみにしとく！」

「おう、覚かく悟ごしとけ」

「それじゃケンカ売ってるじゃん」

　航太と歩く帰り道。

　いつも見ていた風景が、今日からはほんの少しちがって見えてくる。




　Happy16。

　いつかそれがSweetに変わる予感を覚えながら、

　──16歳の夏が始まる。
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　眠ねむい……。

　春の日差し、ぽかぽか。

　私の空っぽ頭に降ってくる。

　カラーリングしなくても色が抜ぬけたような私の髪かみ。

　やわらかい風にさらさら吹ふかれて、目や顔にこぼれてくる。

　そろそろ切ろうかな。肩かたにかかる髪、結ぶのも面めん倒どうだし。

　うっすらと目を開ければ、机の上にだらんと伸のばした私の腕うでに桜の花びらが一枚。

　二階の生徒会室にまで花が舞まい込んできたらしい。

　セーラー服に桜って合うなあと思いつつ、再び上まぶたと下まぶたがくっつく。

　このまま寝ねたい。

　大仕事の前にちょっとだけひと休み、と窓際の机に突つっぷしたのが運のつき。

　眠い……。

　起きたら体がバキバキになっているのは百も承知。でも眠りの悪あく魔まには逆らえない。

　お日様ぽかぽか……。







　ぴくっ。

　誰だれ？　私の耳に触ふれるのは。

　こぼれた髪をすくい上げて、こめかみから耳の後ろに引っかける。

　触れるか触れないかの指の先。

　髪の上をゆっくり流れる指が、うなじギリギリまで降りてくる。

　不思議。

　触さわられているのは神経なんか通っていない髪なのに。

　ミクロの振しん動どうが伝わるの？　頭皮に、

　じゅわっ……

　じゅわっ……

　くすぐったい、とはちがう。

　快感？　よくわからない。

「起きてください先せん輩ぱい………生徒会長」

　……嫌いや。

　だってもっと触れていてほしい。

「入学式始まりますよ。祝辞やんなきゃですよ」

　どうでもいい。

　私は眠いの。

　君だって、口では私を起こしてるくせに、指は変わらず髪の毛の間を行ったり来たりしてるじゃない？

　直に、じゃなく。

　触れるか触れないかのギリギリのところで、ゆっくりと線を描えがくように。

　本当は起こしたくないんじゃない？

　１学年下の書記殿どのはいつもこうやって、なんらかのいたずらを生徒会長の私にしてくる。

　君は知らないでしょう？

　最初は君が私の肩に触れるだけで、振ふり払はらいたいほどうっとうしいと思っていたなんて。

「なんでいつも怒おこってるんですか？」

　君はそう言って、私に拗すねた顔を見せる。

　そんな君を見てると怒ることもできなくて、ため息ついてたことなんて。

　だんだん面倒くさくなって好きにさせてるうちに、気がつけば触れられるのが嫌でなくなっていたことなんて。

　君は知らないでしょう？

　もう少しこのままで。

　このゆるい時間の中でふわふわ浮ういていたい。

「起きてくれないと困るんです。だって」

　ふいにまぶたに届いていた日差しが遮さえぎられた。

　びくんと震ふるえる私。

　触れるか触れないか。

　かさついた、でもあたたかな熱を持ったものが頰ほおを掠かすめていった。




「このままじゃ先輩を好きになりすぎる」




　耳の近くでささやかれたその言葉に。

　からっぽ頭はすっかり目覚めたというのに。

　かえって起きることができなくなって。

　きつくきつく、私は目を閉じ直した。
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　４月、春。

　東京の桜は満開で、ぽかぽかとした陽気の日々。

　今日から私は、城しろヶが崎さき高校の生徒になる。

「お久しぶりです、先せん輩ぱい！」

　入学式からホームルームも終えたとき、私は真っ先に先輩のもとへ向かった。

　ずっとずっと会いたかった、椎しい名な先輩。

　私の、大好きな人。

「百ゆ合り岡おか……？　驚おどろいた。もしかして、うちに入学したの？」

　私を見た先輩はすごく驚いていた。

　先輩を驚かせたくて、合格したことは秘密にしていたからだ。

「はい。その、先輩には直接報告したくて……！　突とつ然ぜん来ちゃってすみません!!」

「そうだったんだね。おめでとう」

　椎名先輩は、以前と変わらない優しい笑え顔がおを見せてくれた。

　この笑顔を見られただけで、頑がん張ばってこの高校に入学して良かったと心底思った。

「先輩、あの。約束……を、」

「え？」

「あ、いいえ！　なんでもないです！」

　先輩に会いたかったのは、笑顔を見るためだけではない。

　ちゃんと、理由があった。

　ずっと先輩に会いたかった理由が。

　でも『約束』のことを言い出すのは怖こわかった。

　先輩が忘れていたらどうしようって。

　怖くて、きちんと言えなくて。

　先輩はただ私の声が聞こえなくて聞き返しただけかもしれない。それでも、その瞬しゆん間かんそれ以上の事は言えなくなった。

「じゃあえっと。今日から同じ高校の生徒として、よろしくお願いします！」

　私はどうしようもなくいたたまれなくなり、バッと一礼して、その場から走り去った。

（あーもう。ここまで来たのに言えないなんて……）

　走りながら、自分の臆おく病びようさを呪のろった。

　ここに来るまで、あんなに頑張ったのに。

　実を言えば、１年前の私の成績では、この高校に入学するなんて天地がひっくり返っても無理と言われるくらい無む謀ぼうな挑ちよう戦せんだった。

　最初に受けた模試では当たり前にＥ判定。

　それでも私は、志望校を変えずにひたすら勉強した。

　……だってこの高校には、先輩がいるから。

　先輩がいると思えば、嫌きらいな勉強も頑張れた。

　寝ねる間も惜おしんで勉強して、親に頭を下げて塾じゆくにも通わせてもらった。

　そしてようやく努力が実を結び、今日私は晴れて、この高校の門をくぐることができたのだ。

　なのに。言えなかった。

　入学の報告だけして、他ほかにはなにも、言えなかった。

　恥はずかしさといたたまれなさから一心に走り、自分の教室に戻もどろうと階段に差しかかったところで、私は突とつ然ぜん腕うでを摑つかまれた。

　振ふり返るとそこには、さっき別れを告げたはずの先輩がいる。

「せん……ぱい？」

　摑まれた腕と、目の前の先輩と、その光景はとても信じられないものだった。

　走ったことによって速まった動どう悸きとあいまって、心臓がドクンと跳はね上がる。

「こっち」

　先輩は摑んだ腕を離はなさず、そのまま私を上へと引っ張っていく。

　一段ずつ階段を上って行き、気づけば屋上に出るドアの前まで来ていた。

「先輩。この先って屋上ですよね？　生徒は出ちゃダメって先生が…」

「うん、屋上には出ないよ。ここ、あんまり人が来ない穴場なんだよね」

　え、と聞き返そうとしたとき、先輩は足を止め、ドアの手前、階段の最上段に腰こしを下ろした。

　先輩は自分が座ったとなりを指し、私も座るように促うながしてきた。

「座って」

　先輩に言われるままに、少しばかりぎこちなくなりながら、となりに座る。

　となりに、とはいえ、実際どのくらい距きよ離りを取ればいいのかわからなくて。

　なんとなく30cmくらいの距離を取ってみた。

「あの、先輩。一体どうし……」

　先輩の行動の意図がわからず、確認しようと先輩のほうを向いたとき、ふと私の視線は遮さえぎられた。

　遮ったものは、まっすぐに伸のびてきた先輩の腕。

　気づいた時には、先輩の右手が、私の頭をポンポン、としてくれていた。

　私はそれをすぐに理解できず、数秒間フリーズしてしまった。

「入学おめでとう。よく頑張ったね、百合岡」

　先輩の腕の横から、笑顔の先輩が見えた。

「先輩……。あの約束、覚えてくれていたんですか……？」

　私はおそるおそる先輩に尋たずねた。

　さっき確かく認にんできなかった『約束』のこと。

「もちろん」

　頭に手を置いてくれているまま、先輩は答えてくれた。即そく答とうだった。

『約束』を覚えていてくれた。

　１年以上前の、単なる口約束だったのに。

「ごめんね。百合岡が合格したこと、実は知ってた」

「え!?」

「生徒会の後こう輩はいのことだからね。ひととおり、みんなの進路は把は握あくできるよ」

　驚いたけれど、言われてみれば確かにそのとおりだ。

　中学時代、先輩と私は一いつ緒しよに生徒会役員をやっていた。人望の厚い先輩は生徒会長で、私は書記。

　そういう繫つながりだったのだから、先輩と同期の他の先輩からでも、私と同期の子からでも、私の入学試験の結果なんていくらでも知ることができる。

「百合岡から直接合格報告してくれると思って待ってたのに、春休み中は一向に連れん絡らくくれないし。だからちょっといじわるした。……あんなダッシュで走り去るとは思わなかったけど」

　さっきの私の脱だつ兎とっぷりを思い出したのか、先輩はくすっと笑う。

　先輩に笑われるなんて、すごく恥ずかしい。

　またこの場を逃にげ去りたいくらいだ。

　でも今度は逃げない。先輩に聞きたいことがある。

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり、勇気を出して聞く。

「それで、追いかけてきてくれたんですか？　約束のために？」

「うん」

　嬉うれしい。

　いの一番にそう思った。

　追いかけてきてくれたことも、約束を果たしてくれたことも、すべてが嬉しい。

　幸せすぎて、思いが溢あふれてくる。

「……好きです」

　唐とう突とつに、その言葉が口から出ていた。

　ポツリと呟つぶやくように小さな声だったけど、この距離だから先輩にも届いたはずだ。

　自分でも思いがけない告白。先輩も、虚きよをつかれたような表情をしている。

　さっき私が目の前に登場して見せたときと同じ表情。

　あれは演技だったみたいだけど、今見せているのはきっと、本当の表情。







　覚えていますか？

　私に言ってくれた一言を。




「字、綺き麗れいだね」




　そんな一言。

　生徒会長として、書記の板書を褒ほめただけ。

　でも私には、素す敵てきな一言だったんです。

　生徒会だって、先生からお願いされてしかたなく入っただけで、選挙で選ばれたとかそんな人気者なわけじゃなくて。むしろ、友達と呼べる人も数えるほどしかいなくて。

　誰だれからも気に留めてもらえなかった私をはじめて、先輩が見つけてくれたような気がしたんです。

　一いつ瞬しゆんにして、自分の書いた文字が、キラキラして見えました。

　そこでにっこりと微笑ほほえむ先せん輩ぱいも同じように、ううん、それ以上にキラキラして見えたんです。

　平へい凡ぼんで地味な毎日が、その一言で変わったんです。

　その時はまだ自覚できてなかったけれど、後で気づきました。

　あの日、私は先輩に、恋こいをしたんです。







「百合岡さ、すごく猪ちよ突とつ猛もう進しんタイプだよね。いきなり訪ねてきたと思ったら、走り去って。捕つかまえたと思ったら、今度は告白された」

　冷静に並べられると、自分の行動はあまりにもひどい。思わず目を覆おおう。

「でも、可愛かわいい」

（え……？）

　心がきゅうっと締しめつけられる。

　夢を見ているのだろうか。

　目の前に憧あこがれの先輩がいて。

　まさか私を可愛いだなんて。

　ゆっくりと顔を上げ先輩と目を合わせると、バチッと火花が散ったようになって、お互たがいに目を逸そらせなくなった。

　目を逸らせないまま、刻々と時が過ぎた。

　そして、ゆっくりと先輩の顔が近づいてきた。

　私は身を任せて、ゆっくりと目を瞑つむる。

　次の瞬しゆん間かん、くちびるがふれた。

　はじめて先輩と、キスをした。

　くちびるが離はなれてから、ゆっくりと目を開けると、先輩は恥はずかしそうにしながらも、いつもと同じ優しい笑え顔がおを向けてくれた。

「せんぱい……いまの、」

「僕も好きだよ、百合岡」

　また、きゅうっと胸が締めつけられる。

　先輩が？　私のことを好き？

　……考えてもみなかった。

　約束を覚えてくれていただけでも嬉しいのに。

　１年越ごしに再会した先輩から、こんなご褒ほう美びをもらえるなんて。







『もし城ヶ崎高校に合格出来たら、僕が頭ポンポンしてあげるよ』

　当時女子の間で流行はやってた頭ポンポン。

　壁かべドンとか、顎あごクイとか、そんな女子がきゅんとする行動が話のタネだった。

　とある日の生徒会室でもそんな話題になり、なにしてもらえたら一番嬉しいかって１人１つずつ言っていって。

　私の番が回ってきて咄とつ嗟さに出たのが頭ポンポンだった。

　たったそれだけの話。

　ちょうどそこに先輩が居合わせて、話の流れから志望校に合格したら先輩が頭ポンポンしてくれるという、そんな提案をしてくれた。

　その時は私も、そこまで本気にしたわけじゃなかった。でも先輩の卒業式の日、先輩はあらためて私にこう言ってくれた。

『あれ、噓うそじゃないからね。合格したら教えて。約束はちゃんと守るから』







　これが、私と先輩が交わした『約束』。

　なのに先輩は、約束以上のご褒美を私にくれた。

　初めてのキス。

　初めてのカレ。

　小さな約束が、大きな幸せを運んできてくれた。

　こんな約束なら、いくらでもしたい。

　でも１年は長すぎるから、今度はもう少し短い期間がいいな。

「…先輩、次はこんな約束をしませんか？」

「ん？」

　片手を添そえて、先輩にこそっと耳打ちする。

『今度の土曜日、私とデートして下さい』
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　ねえ、ななちゃん、泣かないで。

　僕がおまじない、してあげるから。

　そう、目を閉じて、

　いち、に、さん、し、ご、ろく、なな。

　ほら、ななちゃん、目を開けてみて。







　懐なつかしい夢を見た。

　まだ、小学校に上がる前の、思い出のひとコマ。

　私、佐さ藤とう奈な々な子こが泣くたびに、お隣となりに住む七歳年上の幼おさな馴な染じみ、井い原はら健けん人とは決まって慰なぐさめてくれていた。

　ななちゃん、泣かないでって……。

　私は、そんな健人くんが大好きだった。

　現在進行形で、大好きだ。




　あれから月日が流れ、私は十七歳。

　高校三年生になった。

　そして健人くんは昨年、新規採用で私の通う高校に、数学の先生として赴ふ任にんしてきた。

　数学の苦手な私は、健人くんが出す課題に泣かされている。







「佐藤、今日、居残りな？」

　健人くんこと、井原先生の授業が終わり、先生が教室を出る間際に言い放ったこの言葉に、私は固まった。

「奈々子、ドンマイ」

　私の周りの席の友人は、苦笑いしながら、慰めてくれるのかと思いきや……。

「じゃあ、今日は奈々子ぬきのカラオケだな」

「しょーがない、赤点取った奈々子が悪い」

「そしたら、駅前のお店で発散してくるか！」

　おいおい、置いていかないでよーっ。

　私の心の叫さけびは届かない。

　彼女たちは、放課後になると容よう赦しやなく私を置いて楽しそうに教室を出て行った。

　居残りは、私だけ。

　ぼっち、決定なり。

　補習が終わったら、速そつ攻こうで帰宅してやる。

　健人くんの意地悪っ。

　赤点を取ったのは事実だけど、やつ当たりの矛ほこ先さきが健人くんに向かってしまう。

　しばらくすると教室には私以外だれもいなくなり、そのまま待っていると、補習プリントを持った健人くんが入ってきた。

　不ふ機き嫌げんマックスな私の表情を見た健人くんは、クスッと笑いながら私の前の席に座る。

「そんな顔しても、補習取り止やめなんてないぞ」

「わかってますっ、井原せんせ」

　嫌いや味みたっぷりの返事。

　我ながら可愛かわいくない。

「さて、はじめるぞ」

　他ほかに補習を受ける子がいないため、贅ぜい沢たくなマンツーマン指導だ。

「…早さつ速そく、わからない」

　私はプリントを見て頭を抱かかえた。

　数式が暗号にしか見えない。

　さっぱり頭に入ってこない。

「どこが？」

「……全部」

「……冗じよう談だんだろ？」

「……冗談言ってる顔に見える？」

　……教室に沈ちん黙もくが流れる。

　今度は健人くんが頭を抱えた。

「これ、数Ⅰレベルだぞ？　よくこれで進級できたな……」

「だって、全部カンで当たってたんだもん」

　やばい、自分のバカさに泣きそうになる。

　そんな私の顔を、健人くんはじっと見つめている。

　もう、この歳になって泣き顔を見られたくない。

「…泣き虫ななちゃんは、健在だな」

　いやまだ泣いてないし。

　涙なみだ目めにはなってるけど、涙は溢あふれてない。

　言い返そうとした私に向かって、健人くんは、

「ななちゃん、泣かないで。ひさしぶりにおまじない、してあげるから」

　私の頭を撫なでながら、なつかしいおまじない。

「ちちんぷいぷい、ちちんぷいぷい、数学が得意になぁれ！」

　昔は、これをやってもらうと嬉うれしくて、涙なんて一発でどこかに吹ふき飛んで行ったけど……。

　こんなおまじないに効果があるはずなんてない。

　可愛くない私は、子供扱あつかいされるのが悔くやしくて、その優しい手を振ふりはらってしまう。

「……健人くん、別のおまじないがいい」

　健人くんの前では妹キャラを演じているけれど、私ももうお年とし頃ごろだ。わざと意地悪を言ってしまう。そんな私に健人くんは優やさしい声で、

「ななちゃん限定のおまじない？」

「うんっ！」

「じゃあ、目を閉じて」

　私は言われるままに、目を閉じた。

「いち、に、さん、し、ご、ろく、なな」

　健人くんの声が、心ここ地ちよく耳に響ひびく。




「可愛いななちゃん。好きだよ」




　耳元でささやかれた言葉に驚おどろいた私がぱっちり目を開くと、健人くんはイタズラっぽく笑いながら、こう言った。

「俺の受け持つ数学が得意になったら、もっと好き」

　身体からだ全体が真っ赤になったと断言できる。

　それくらい健人くんの言葉、おまじないは、破は壊かい力があった。




　それから私の成績、特に数学の成績が良くなったのは言うまでもない。
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　となりの席の五十嵐いがらしくんは。

「長は谷せ見み、知ってる？　今日の１時間目、自習になるんだって」

「えっ、本当？　数学だよね。よかった～、私今日当たる予定だったんだぁ」

　──となりの席の五十嵐くんは、噓うそつきです。




　　　　＊




「昨日は野の々の宮みやだったから、今日は……長谷見。この問題答えてみなさい」

　自習になったはずの１時間目の数学の授業で、先生に席を立たされた私は、となりの席に恨うらめしい眼まな差ざしを向けた。

　また、やられた。

　私の机と、20センチほど離はなれた机の上で笑いをこらえている五十嵐くんは、いつも噓つきだ。

　……私にだけ。

　確かに、当たるのがわかっていて問題を解いてこなかった私に一番の非があることはわかっている。

　だからこそ、登校してすぐに友達に答えを見せてもらおうとか……そんな狡こすい手を使おうとしていた……ことも、ちゃんと悪いとは思っている。

　それも全部見てたくせに、この五十嵐くんは。

『知ってる？　今日の１時間目、自習になるんだって』

　私はいつも、彼にだまされる。




　　　　＊




「五十嵐くん、なんでいつも私にばっかりくだらない噓つくの！」

「いいかげん気づけば？」

　休み時間にたまらず抗こう議ぎをすると、五十嵐くんはからかうように笑いながら、右手をこちらに差し出した。

　私は悔しさが口から出るのをぐっとこらえて、おとなしくその手にキャンディを乗せた。

　高校生活も２年目。

　２ヵ月前に行われた席せき替がえで、となりの席になった五十嵐くんと私の間には、いつの間にかこんなルールができ上がっていた。

　だまされたほうが、お菓か子しを渡わたす。

　そんな、季節はずれのハロウィンのようなルールが。

　といっても、私がもらう側になったことなど、一度もない。

　あの数学の答えは、結局五十嵐くんがこっそりと机の下でノートを見せてくれて、事なきを得た。

　それについては、感謝しかないけど……。

「答え教えてくれるなら、最初からだまさないでよ！　ありがとう！」

「怒おこってるのか感謝してるのかどっちだよ。ウケる」

「ウケは狙ねらってない！　絶対いつか、すごいこと言って驚かせてやるんだからね！　その時には、五十嵐くんにクレープおごらせるから！」

「ちっちゃい目標だな。あ、長谷見、背中にクモついてる」

「ひゃあ!?　えっ!?　取ってよ!!　ちょ、取って！」

「はい、キャンディもう１個な」

　私は、五十嵐くんに助けを求めかけた手を止めて、先ほど言われたばかりの言葉を脳内で反はん芻すうした。

『いいかげん気づけば？』と。




　　　　＊




「五十嵐くんが、今日もむかつくよ……」

　放課後に立ち寄ったスーパーのお菓子売り場で、私は友達のユカに愚ぐ痴ちをこぼした。

　目の前の陳ちん列れつ棚だなには、美味おいしそうなチョコやキャンディが並んでいる。

「あんたもさすがに懲こりようよ。数学が自習になるとか、絶対噓だと思ったもん」

「ええっ!?　それ朝に教えて欲しかったんだけど!?　ユカも一いつ緒しよに聞いてたよね？」

「本当にだまされるとか思わなかったし」

「だまされるよ！　私、五十嵐くんにだまされなかったことないんだもん！」

「そうだね。胸を張って言うことでもないけどね」

　その言葉に反論したくてもできなかったのは、後ろからフッと吹ふき出す笑い声が聞こえたから。

　振ふり向くと、そこにいたのは噂うわさをしたばかりの人物が。

「長谷見って、一応だまされてる自覚はあったんだな」

「五十嵐くん……」

　いけない。

　顔を見ただけで、ムッとしてしまった。

「やっぱり、長谷見っておもしろいな～」

　やっぱりってなんだ。

　日常的にそんなことを思われていたとは。

　……なんとなくわかってはいたことだけど。

「ねえ、ちょうどいいから、五十嵐くんも一緒にお菓子選んでよ」

「なんで？　なにかに使うやつ？」

「五十嵐くん用のお菓子だよ。今日だまされた分で全部なくなっちゃったから。どうせなら、五十嵐くんが好きなの買おうかと思って。どれがいい？」

　五十嵐くんは、キョトンと私を見る。

　そして、口に手を当てて顔を背そむけた。

「五十嵐くん？」

　顔が見えなければ、表情も読めない。

　彼の顔を覗のぞこうとすると、その前に、震ふるえている肩かたですべてを悟さとった。

「俺用って……、明日あしたからもだまされる気満々とか……」

　息も切れぎれになるほどに笑わないでほしい。

　五十嵐くんは、私の隣でチョコを手に取った。

　チョコが好きとかかな。

　あまり手持ちがないから、高いのは選ばないでほしいな。

　なんてことを考えながら、五十嵐くんの手元をじっと見る。

　……と。

「あれっ、あそこにいんの、永なが谷たにあさみじゃん？」

「えっ、どこ!?」

　テレビで見ない日はないほどの大人気タレントの名前を出され、五十嵐くんが指さした方を見る。

　だけど、そこには呆あきれた顔のユカがいるばかりだった。

　……あ。

　すぐに向き直ると、すでにそこに五十嵐くんはいなかった。

　これだから、私ってやつはいつもいつも。

　さすがに自分に嫌いや気けがさす。

　放課後になれば、もう今日はだまされないと思っていたのに。

　大体、なんで五十嵐くんは私ばっかり──。

　ガサッと音を立て、重ためのビニール袋ぶくろが頭に当たり、思考が強制的に停止する。

　いなくなったはずの五十嵐くんが、また私のとなりにいた。

「もう、どこ行ってたの？……なにこれ」

　頭に乗せられたビニールを見ると、お徳用のたくさん入ったチョコレート。

「買ってきてくれたの？」

　なんて、ちょっと感動した私がバカだった。

「ん」

　と、五十嵐くんが、私に向かって右手のひらを差し出している。

　あ、なんだ、普ふ通つうにお金とるんだ。

「はいはい、わかってます。いくらですか？」

　かばんから財布を取り出すと、すぐに五十嵐くんの手でかばんへ押し込められた。

「じゃなくて」

「？」

「さっきだまされたぶん」

「……あ」

　そっち？

　私は、五十嵐くんが買ってきたばかりのチョコの袋を開けると、ひとつをその手に落とした。

「じゃ、明日からもよろしく」

　そう言って小さくなっていく背中を、見送る。

　……変なの。

　五十嵐くんは噓うそつきで、ちょっとだけ優やさしい。

　彼が自ら選んだチョコは、50個も入っていた。

　少なくとも、それくらいは私をだます気でいる五十嵐くんは、……やっぱり優しくないかもしれないけど。




　　　　＊




　翌日。

『水族館のジンベエザメが逃にげ出したんだってさ』

『ペンギンって実は不死身なんだよ。え、知らなかった？』

　などなど。

　なぜか水族館ネタ攻ぜめで、今日も五十嵐くんにひととおりだまされた私は、なんだか疲つかれてしまって、放課後に自分の机で眠ねむってしまった。

　少しだけ。

　５分だけ、目を閉じるだけだから。

　そう思っていたのに、目が覚めた頃ころには、教室内はシーンと静まりかえっていて、大きな壁かべかけ時計はまもなく午後５時を示すところだった。

「えっ、５時!?　もう少しでチョコレートの海で溺おぼれるところで……っ」

「なんだそれ」

　夢と現実が混ざり合ったひとりごとに笑いながらの返事があって、となりを見るとそこには五十嵐くん。

「わっ、五十嵐くん!?　危ないよ、そこにいるとチョコの海が……」

「長谷見の夢、おもしろいな」

　また笑われた。

　さすがに私も、ここが教室で、変な夢の内容を口にした上にさらにそれを彼に聞かれてしまったことはもう理解している。

　五十嵐くんが、今日ずっと水族館ネタでだましてくるから、夢で溺れかけた。

　海水じゃなく、液体チョコだったけど。

　誰だれもいない教室に、五十嵐くんとふたりきり。

　毎日しゃべっている相手ではあるけれど、この状じよう況きようは結構緊きん張ちようするかも……。

　なにか話を……。

「えーと……、あ、五十嵐くんはなんでまだ残ってたの？　補習でもさせられてたの？」

「長谷見と一いつ緒しよにすんな」

「私だって、補習なんてしたことありません！」

　冗じよう談だんにまともに返すと、五十嵐くんは目の前で声を出して笑った。

「俺は……、長谷見が寝ねてたからまだ残ってた」

「うん？……はっ。顔に落書きとかしたの!?　おでこに肉とか書いてないよね!?」

　顔をぺたぺた触さわるけど、手にインクはつかないみたい。

　油性だったら話は別だけど。

「してないっつーの」

　私が鏡を取り出したのと、五十嵐くんのその返事はほぼ同時だった。

　あ、本当だ。

　肉って書かれてない。

　肉以外も書かれてない。

「ただ、寝ね顔がお可愛かわいいって思ってただけだから」

　……理解するのに、少し時間がかかった。

　脳内よりも、体はずっと正直に反応したらしくて、鏡の中の私は真っ赤な顔をしている。

「…………え？」

　可愛いって、言った？

　何が？

　私の寝顔が？

　私の顔と、目の前にいる五十嵐くんの顔は、どっちの方がより赤いだろう。

　もう鏡は見ていないから、比べようがない。

　なんで、五十嵐くんがそんなことを。

　ずっと、いつも噓つきで。

　私のことをからかってばかりで。

　だから。

「や、やめてよ……。さすがに、そんな噓には引っかからないんだからね」

　噓に決まってる。

　だって、相手は五十嵐くんなんだから。

　うん。

　噓だよね……。

　危なかった。

　また本気にするところだった。

　……聞きたくなかった。

　うつむいて、目をぎゅっと閉じる。

　こんなことでいちいち落ち込んでいたら、五十嵐くんの相手なんてできない。

　胸が苦しく、ざわついたことには気づかないふりをして、私は席を立つ。

　かばんを手に取って、一いつ瞬しゆん五十嵐くんと目が合った。

「お前、どうでもいいことはすぐ信じるくせに」

　哀かなしげに笑う顔が、私を見た。




「本気にしろよ。……いつもみたいに」




　本気にしたら、……どうなるの？

　私は五十嵐くんの顔をじっと見るのに、五十嵐くんは反対に私から目をそらす。

　また、その赤い顔で。

「だから、いいかげん気づけばって言っただろ」

　視線だけを動かして私の目を見た五十嵐くんは、いつものふざけた様子とは全然違ちがっていて。

　五十嵐くんは、自分のかばんを持って私の横をすり抜ぬける。

　私が、五十嵐くんにだまされたと勘かん違ちがいをして、あんなに辛つらいと思ったのは……。

　それは、私が君を……。

　教室にひとりぼっちになって、私の足はようやく呪じゆ縛ばくが解かれたように、床ゆかから離はなれた。

　廊ろう下かに出ると、五十嵐くんの背中が見える。

　他ほかに誰もいない、私たちだけの空間。

「──待って！」

　そんなに距きよ離りはなかったけれど、私は今持てる精せい一いつ杯ぱいの力で叫さけんだ。

　驚おどろいた表情の五十嵐くんが、振ふり向いて私を見る。

「私、今回はお菓か子しあげないよ！」

「……へ？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような、まぬけな声を出すなんて、彼にしては珍めずらしい。

　いつもいつも、ひょうひょうとした態度で、私で遊んでいるくせに。

「私、だまされたって思ってないから、お菓子あげない！　いいよね!?」

　五十嵐くんは、ポカーンとした様子で私を見ていたけど、やがてフッと吹ふき出し、さらにはお腹を抱かかえて笑い出した。

　失礼すぎる。

「顔、すっげー真っ赤」

「!!」

　指し摘てきをされて、私はとっさに自分の頰ほおを両手で包む。

　風か邪ぜを引いた時なんて比ひ較かくにならないくらい熱くなっている頰に気づいて、そしてまたさらに熱くなった。

「い、五十嵐くんのせいでしょ……！」

　というか、さっきは君もめちゃくちゃ真っ赤でしたよね？

　今はもう、私ばっかり動どう揺ようしてる。

　悔くやしい。

　離れた距離を１歩１歩縮めながら、五十嵐くんは私のほうに近づいてくる。

　１秒ごとに速くなっていく心音が、うるさすぎる。

　私の目の前に立った五十嵐くんは、私に手を差し伸のべる。

　だまされるたびに、何度も見ていたその光景。

「……あげないよ、お菓子」

「うん」

　意味が違うことは、もうわかっている。

　大きな手のひらにそっと自分の手を乗せると、ギュッと力強く握にぎられた。

　繫つないだ先からふたりぶんの心音が重なって、どちらのものかわからないくらいに大きく響ひびく。

　これが、ドキドキするってことなんだ……。

　胸が痛いくらいに高鳴って、私たちはきっと同じ速度でお互たがいにドキドキし合っていて。

　どちらかが話し出すまで、私たちは手を繫いだまま黙だまっていた。

「……あのさ」

　先に口を開いたのは、五十嵐くん。

「長谷見、前から言ってたじゃん。俺に絶対クレープおごらせてやるって。……行かない？　今から」

「でもそれは、私が五十嵐くんをだませたらって……」

　まさか、疑ってるのかな。

　私が、五十嵐くんの言葉を本気にするって言ったことを？

　不安がふと過よぎるけど、強く握り返す手に、ドキッと胸が跳はねた。

「うん、だから、ただデートのつもり……なんだけど」

　いつも、噓うそをつく時はあんなに饒じよう舌ぜつな彼は、本音は中々言い出せないらしい。




　私が、君について知っていること。

　となりの席の五十嵐くんは、今日も噓つき。

　たまに優やさしい。

　だまされる私を見る時が、一番楽しそう。

　私が、君について知っていること。

　多分、きっと、私のことが大好き。




　私は手を握り返して、うなずいた。

「……いく」

　五十嵐くんは目を細めて笑い、私の手を引いて歩き出した。

　そして、「あ」と、なにかを思い出したように漏もらして、

「そういや、知ってた？　クレープって、日本生まれなんだってさ」

「えっ、そうなの!?　絶対外国発はつ祥しようだと思っ……」

　語ご尾びを濁にごしたのは、私を見る目が笑っていたから。

　……悪い意味で。

「ちょっと、もう！　何でまたそうやって噓つくかな！　また信じちゃったじゃん！」

「ははっ、やっぱり」

　五十嵐くんは楽しそうに笑いながら、膨ふくれる私を見た。

「だまされた時の顔も、気づいて怒おこる顔も、いつも可愛かわいいから」

　……だ、そうです。




　だから、五十嵐くんは今日も。
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　私の好きな人は、すごく優しい。

　リーダー格で、面めん倒どう見みが良い……のを通り越こして、世話焼きの領域かもしれない。
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　私はマスク依い存ぞん症しよう。

　矯きよう正せい器具を装着した歯を見てブスってからかわれて笑われたのがきっかけ。

　ずっとマスクをしてたから、矯正器具が取れてもマスクがないと不安になって。

　暑い季節になっても、マスクがはずせなくて。

　軽い熱ねつ中ちゆう症しようになって倒たおれてしまった。

『どこがブスだよ。可愛いんだし気にすることねーって。マスク取れよ、暑いだろ？』

　私を助けてくれた優しいあなたは、熱中症でふらふらになってるのに頑がん固こにマスクを取らない私にそう言ってくれた。

　信じられなくて、同情なんてしないでって卑ひ屈くつになったりもしたけど。

　だれでもなんだかんだコンプレックスはあるんだから、そんなに気にするなって。

　為なせば成る、気楽に頑がん張ばっていこうって、励はげましてくれた。

　嬉うれしくて。ますます好きになって。

　脱だつマスクできるように頑張ろうって、思ったんだ。

　不安だけど頑張って、体育の授業ではプール以外でもずっとマスクを外せるようになったし、昼休みも教室のすみっこで仲の良い友達と一いつ緒しよなら、マスクを取ってお弁当を食べられるようになった。

　私的にはすっごく進歩したつもり。

　でも、マスクを完全に手放すのはまだ難しいの。




　　　　＊＊＊




「おー、水やりか？　今日も暑いし、熱中症に気を付けろよ？」

　中庭の花か壇だんの水やりも終わり散水ホースを片づけていたら、通りかかったあなたが声をかけてくれた。

　話しかけてくれた……！

　クラスも教室のある棟とうもちがうから遠目に見られるだけでも嬉しいのに、話もできるなんて！

　嬉しくて、一気に頰ほおが熱くなる。

「……顔赤いけど大だい丈じよう夫ぶか？　また熱中症になりかけてないか？　暑くないか？」

「だ、だいじょうぶですっ！」

　熱を測はかるように額に手を伸のばしてきたから、あわてて後あと退ずさる。おでこにニキビができてるの、気づかれなかったかな？

「そうか？　なら良いけど。水やり、他ほかの園芸部員は？」

「今日は、放課後は私だけ。朝は先せん輩ぱいがやってくれたの」

「そっか。この暑い中、一人で水やりとか大変だな。また倒れんじゃないか？　手伝うか？」

　えっ？……優しい。嬉しい。好き。

「ありがとう……。でも、ちょうど終わって片づけて帰るとこだったの」

「そっか、お疲つかれ。俺はさっきまで委員会だったから今から部活行ってくるわ」

　あ、噓うそついて一緒に水やりしてもらえば良かった！　私ってバカだ！……でも二人きりなのは緊きん張ちようしすぎてやっぱりムリかも……なんて考えてたら、顔を覗のぞきこまれた。

「つか、マスク暑くないか？　マスク依存症だとマスクないと不安っつーし、無理に取れとは言わないけど……まだ昔からかわれたの気にしてんのか？」

　うっ……。うじうじしてる子って思われたかな？

　昔ブスって言われたことよりも、これからブスって思われないかが心配でマスク取るのが怖こわいんだけど……どっちにしても言いわけかもしれない。

「マスク依存症の克こく服ふくには自分に自信持つと良いらしいから、もっと自信持てよ！」

　ポンと軽く肩かたを叩たたかれ、また顔が赤くなる。たぶん耳まで真っ赤だ。

「……ほんとに大丈夫か？　顔赤いぞ、のぼせてないか？」

　あなたのせいだから！

　好きな人とおしゃべりするだけでもドキドキなのに、肩ポンまでされたら赤面どころか心臓がおかしくなっちゃうから！

「ほんとに、だい、じょうぶ、ですっ！」

　そんな心配そうにじっと見つめられたら、さらに赤くなっちゃうよ。

　ドキドキしすぎて息も絶え絶えになんとか答えたら、疑わしそうな顔をしつつも納なつ得とくしてくれた。

「そっか。ま、これからの時期は熱中症も心配だし、早くマスク取れるようになるといいな？　おまえ自己評価が低すぎんだよ、もっと自信持てって！」

　うう、心配して励ましてくれるなんて、優やさしい……。

「ありがとう…。でも、自信持つのって、難しい……」

　どうすれば、自信持てるんだろ……。

　意気地なしの自分が情けなくて俯うつむきかけたら、

「あ、良いこと思いついた！」

　良いことというより、なんだかいたずらを思いついたみたいな顔であなたが言った。

　なんだろう……？　って思ってたら、ポンと肩に手が置かれる。

「自信がつけば、マスク依存症って克服できるんだろ？　それなら、おまえが自信持てるようになるまで」

　あなたの顔が近づいたその瞬間。




「毎日、可愛かわいいって言ってやるよ」




　……耳元で、ささやかれた。

「んじゃ、部活行ってくる」

　固まる私の肩をポンと叩いて、あっさりと体育館に向かうあなた。

　また倒れないように、ちゃんと水分補給して気をつけて帰れよー。

　なんて、振ふり返りもせずに言いながら去って行く。

　あなたが角を曲がって姿が見えなくなったとたん、私はへなへなとその場にへたりこんでしまった。

　心臓、止まるかと思った。

　……どうしよう。

　マスク……取りたいけど、取りたくない。

　いつまでもマスクに依い存ぞんしてる面めん倒どうな奴やつだと思われるのは嫌いやだけど……。

　マスク取らなかったら、毎日、可愛いって、言ってくれるのかな……？

　毎日言ってほしいけど心臓が持たないかもしれないけどやっぱり言ってほしいけど呆あきれられたら嫌だけどやっぱり言ってほしいけど確実に寿じゆ命みよう縮みそうだしでもこんなこと言ってもらえるチャンスそうそうないけどまた熱中症で倒れたりしたらさすがに面倒見きれないとか思われそうだけどやっぱり言ってほしい……。

　ああもう、どうすればいいの？

　優しいけど意地悪……！




　……世話焼きにも、ほどがある！
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　五回目まで、意識していなかった。




「オレ、みーちゃんのことが好きだよ」

　これで五回目。先月から聞きはじめたこの言葉は、ポップコーンが弾はじけるような軽さで紡つむがれた。

　固まっている私に対し、陸りくはニタニタとからかうような微笑ほほえみを浮うかべて、返答を待っている。この言葉の真意を読み取りたくてその顔を見つめるけれど、わかりそうにない。そういえばこのくだりも五回目だった。

　きっと、からかっている。私はすっと短く息を吸いこみ、動どう揺ようと一いつ緒しよに飲みこんだ。

「私も陸のことはカワイイ弟みたいな存在だと思ってるよ」

「うわ、そっけない。付き合ってくれないの？」

「毎朝付き合ってるでしょ。一緒に登校してるんだし」

　陸の言うお付き合いとはいわゆる『彼氏・彼女』の関係であって、一緒に登校することだけではない。高校三年生になった私にもそれぐらいの知識はある。

　恋れん愛あい経験はないけれど、胸がときめいたり苦しくなったり、そういうものが必要なのがお付き合いなのだと思う。

　陸は、となりの家に住む幼おさな馴な染じみで二歳年下、小さな頃ころから弟のように思っていたのだ。私の部屋でくつろぐ姿を見ても、胸がどうにかなってしまうような、恋愛を思わせる感情は湧わいてこない。

「陸は、彼氏ってよりも弟だね」

　小さな頃に比べたら、身長だって伸びたし、顔つきも大人っぽくなった。野良犬に追いかけられて泣いていた声も今や低くなって、腕うでや肩も部活のおかげでがっしり鍛きたえられた。今なら野良犬に追いかけられても撃げき退たいしてしまうかもしれない。

　それでも変わらないのはこの態度。私の部屋に遊びにきたと思ったら、人のベッドに腰こしかけている。足を組んで座る様はまるでこの部屋の主あるじのよう。

「みーちゃん。考え事？　もしかして、オレを彼氏にしようって考えてた？」

「それはない」

　だって目の前にいるのは弟みたいな存在だもの。私は軽く笑って、陸の問いかけを否定する。

　でも陸はちがっていた。高校入学時に染めた茶色の、癖くせのつきづらいストレートの髪かみをいじりながら、ため息を吐つくようにつぶやく。

「オレ、ほしいものを手に入れようと企たくらんじゃうような男になっちゃったんだよね」

「陸は最初から男の子でしょ」

「うーん。今は、男の子じゃないかも」

　いつもの部屋でおかしなことはないのに、空気が甘く変わった気がした。

　その中心にいるのは陸だ。不敵な笑えみを浮かべ、髪の毛をくるくるといじる動きが妙みような空気の渦うずを作り出しているようだった。

「ほしいものがあるの？」

　話を変えようとしてしぼり出した言葉だったけど、陸には届かない。答えのかわりに、じっと私を見つめる。そのまなざしは妙な力強さがあって、蛇へびににらまれた蛙かえるみたいに私は動けなくなった。

「鈍にぶいよね。そこまで言わせるつもり？」

　する、と陸の手が伸のびた。頰ほおを撫なでるそれは、私が想像していたよりも熱く、でも子どもの高い体温とはちがうもの。

　頰を数度撫でて離はなれていく。たぶん私はぽかんと口を開けて、まぬけな顔をしていたと思う。

　だって、気づいてしまったのだ。弟みたいな存在だった陸が、こんな熱を秘ひめていたなんて。

　触ふれられた頰は余よ韻いんにほてって、心臓がどくどくと騒さわがしくなる。一番喜んでいたのは鼓こ膜まくかもしれない。陸のくちびるが動いた瞬しゆん間かん、体をわしづかみにされたように、息をひそめて次の言葉を待つ。

「好きって言うのは五回まで。もう言わないよ」

　五回目にしてようやく、もやもやとした自分の気持ちに気づいた。
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「なるほど。陸くんに五回目の告白をされたのね」

　翌日。私は友達に陸のことを相談していた。さすがに、五回目の相談には呆れ顔だった。

「美み空くが言うことはお見通しよ。弟だと思ってたのに、っていつもの台詞せりふでしょ」

「そう、なんだけど……」

「あれ？　予想外の反応。今まであっさりしていたのに今回は違うんだ」

「陸を変なふうに見てしまって……弟みたいなやつだって思っているのに、胸がざわざわするというか……」

　くちごもって、制服の袖そでで顔を覆おおう。思い出すだけで恥はずかしくなるんだから、顔も赤くなっているかもしれない。

「うわ、乙おと女めな反応。陸くんのことが好きになったの？」

「好きかはわからないけど……陸も大人になったんだなって思った」

「高校生だもん、彼女いたっておかしくないよ。それで、付き合うの？」

　私は首を横に振ふる。

　だって陸の告白は断ってしまったから。五回までしか好きと言わないと宣言していたのだ。これ以上、告白されることはないと思う。

　付き合いたいか、と言われるとまだ答えは出ていない。

　私にとって、好きって気持ちは未知のもの。陸のことを考えると恥ずかしくなるけれど、それが陸のことが好きだからなのか、弟だと思っていた存在が急に変わったからなのか、まだわからなかった。

「でも今日も一緒に登校してきたんでしょ？」

「となりの家だし、同じ高校だから」

「フラれた翌日に一緒に登校なんて、陸くんかわいそう。なんで付き合わないの？」

　お付き合いというのはつまり。恋こい人びと同士で手をつないで帰ったり、休みの日にはデートをする。耳元で名前をささやかれたり、時には急接近してキスとか──

「美空、変なこと考えてる？」

「え、な、なんで!?」

「顔が真っ赤」

　陸が、相手だったら。と考えてみる。

　頰を撫でられた時はドキドキしたし、あの感かん触しよくは忘れられない。でもそれが好きという気持ちとか、陸と恋人になりたいという気持ちにつながるかと言われれば──やっぱり、わからない。

「陸くんも美空も。いつまでも子どもじゃないんだよ。手に入れようとしがみつかなかったら、流されて二度と帰ってこないかもしれない」

　それは浮うかれていた昼休みの空気にそぐわない、冷水のようにしみこんでくるもの。なんて答えたらいいのかわからなくて、私は小さくうなずくだけだった。
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　移動教室のため廊ろう下かを歩いていた時だった。向こうから一年生の男子たちがぞろぞろとやってきて、その集団の中に陸の姿があった。

　廊下には私たち以外にもたくさんの生徒がいる。一年生や三年生。みんな同じ制服を着ていて、ちがうのはネクタイの色だけ。

　陸は、友達と話すのに夢中でこちらに気づいていないようだった。私だけが気づいていて、通りすぎていく。そう思っていたのに──

「みーちゃん」

　通りすぎる瞬間、たしかに聞こえた。

　はっとして振り返ると、陸も振り返っていた。

　私たちの間は数歩ほどの距きよ離りで、周りの生徒も気づいていない。

　廊下で、私たちだけが切り離されてしまったみたいに。

　息を吞のんで見つめる私に向けて、陸の口がぱくぱくと動いた。




　無声で届く、四文字の言葉。




　すぐに想像がついた。鼓膜や頭に五回も刻まれてしまったから、陸の声が簡単に脳内で再生されてしまう。

　人が多いこの廊下で、私だけによみがえる陸の言葉。それは頰に触れた指先と同じ温度を秘めている気がした。

　持っていたペンが落ちて、私の靴くつに当たった。それが合図となって、時間が動きだす。

　陸の様子に気づいたらしい男子生徒が「陸、どうした？」と声をかけて、私たちだけの空間が終わったのだ。

「先行ってて」

　そう言ってから、陸は私の方へと歩いてくる。

　ゆったりとした歩みとはちがい、私に向ける眼まな差ざしにはまだ熱が残っている気がして、この場に縫ぬいつけられてしまったように動けなくなる。足元のペンを拾うだけの動作もできず、私は立ちつくすしかなかった。

　そして陸がかがんで私の靴の先に手を伸ばす。そのわずかな間、陸のくちびるが動いた。

「みーちゃん、顔真っ赤」

「え？　な、なんで……」

「オレがなんて言ったか、わかったの？」

　いたずらっぽく微笑ほほえむ姿は、先ほど友達たちに見せていた『高校一年生の陸』とちがう。大人びていて、私よりも年下のくせに、私の先を進んでいるかのよう。

　陸がしゃべっていたことは、たぶん、わかる。

　頭にまだ残っている。けれど人がたくさんいる廊下でそれを口にする勇気はなくて、言いかけたものを飲みこむ。

「今日、部活ないから。一いつ緒しよに帰ろ」

　なにも言えずにいる私に対し、ペンと一緒に誘さそいの言葉を渡わたしてくる。返答を待たず、陸は去っていった。

　ふわふわとした心はまだ落ち着いてくれなくて。

　教室に着いて授業開始のチャイムが鳴っても、私の思考は陸でいっぱいのままだった。
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　放課後。生徒玄げん関かんに向かうと陸が待っていた。

「みーちゃん、遅おそいよ」

「ごめん。先生の話が長引いちゃって」

　生徒玄関には私たち以外にもたくさんの生徒がいる。そんな中で私と陸が待ち合わせをして一緒に帰れば誤解されるかもしれない。

　私たちは付き合っていないのだから、誤解されてしまえば陸が困るのかも。不安になって様子をうかがったけれど、気にしていないようでずんずんと歩いていく。

「明日あしたからしばらく雨続きだってさ。やだよなぁ」

「傘かさ忘れないようにね。陸、忘れっぽいから」

　普ふ段だんと変わらない会話。今朝もそうだった。告白なんてなかったかのように、私たちはいつも通り。

　廊下ですれちがった時は、きっとからかわれただけ。陸がいつも通りにしているのなら、私もいつも通りに。告白も廊下のことも頭から追い出していく。

「みーちゃんのとなりって、落ち着くんだよなぁ。癒いやされる」

「それはよかった。存分に癒されてください」

「みーちゃんと付き合いたかったなぁ。弟じゃなくて彼氏になりたい」

「陸だって『みーちゃん』って呼ぶ時点で、私のことを姉扱あつかいしてるでしょ」

　その言葉を聞いたとたん、陸の足が止まった。

　なんだろう、と振り返って、私たちの視線が重なる。

「……呼んでもいいんだ？」

　私たちの家はすぐそこの、閑かん散さんとした住宅街。夕暮れに染められた中でしぼり出すように陸が言った。

　また、この空気だ。甘いものがじわじわと侵しん食しよくしていく。その中心にいるのはやはり陸で、口元をゆるめる姿は、私を搦からめとろうとする捕ほ食しよく者のようだ。

　ここにいるのは可愛かわいい男の子ではないのだ。警けい鐘しようのように心臓が騒さわぐけれど、向けられた視線から逃のがれることができない。

　そして捕つかまる。陸が、私の手をぐいと摑つかんで引き寄せる。されるがまま、私は陸の肩かたに顔を埋うずめる形となった。

「美空、」

　耳元にかかる吐と息いき。五回の告白を受けた私の耳が、喜んでいた。

　陸はこんな声をしていただろうか。こんな甘さをどこで手に入れてしまったのだろう。




「オレ、弟じゃないよ。もう男の子じゃない」




　せつなく響ひびく声とともに、摑まれた手に痛みが走った。これだけ強く摑まれていたら、簡単に逃にげられそうにない。

　ささやかな抵てい抗こうとして睨にらみつけようと陸を見上げたけれど、ひどく傷ついた顔をしていたから──私はなにも言えなくなった。

「……ま、オレはフラれたんだけど。もう告白しないから安心してよ」

　いつもの陸が戻もどってきて、解放される。距離なんて存在しなかった私たちも、ふわりと離はなれた。

　離れても、鼓こ膜まくや頭が、甘いささやきを忘れられずにいる。たった一度、『美空』と呼ばれただけなのに、のぼせあがってしまいそうなほど全身が熱い。

　これを何回も聞いて、頭に刻みこまれてしまったら、私はどうなってしまうのだろう。ほんのわずかな時間くっついていただけなのに、じっとりと汗あせばんでいた。

　呆ぼう然ぜんとする私を見下ろし、陸が告げる。

「明日から、別々に登校しよう」

　離れていく。私たちの、関係が。

　陸は私を置いて、振ふり返ることなく歩いていく。それを引き止めることができず、ただ小さくなっていく陸の背だけを見ていた。
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　陸の言った通り、雨の日が続いた。大雨ではないけれど傘が必要になる程度にしとしとと降る雨は、一人で登校するようになってしまった私の気持ちと似ていた。

　その日の朝も、雨が降っていた。ずるずると長引く雨に憂ゆう鬱うつな気持ちになりながら傘を開く。そして一人で学校に向かっていた時だった。

「陸くん、宿題やった？」

　その名前に振り返って──見ては、いけなかったのだと後こう悔かいした。

　通学路には生徒たちがたくさんいるというのに、あの廊ろう下かの時と同じように、見つけてしまったのだ。

　陸と、そのとなりには一年生の女の子。

　二人で一本の傘を使って、親しげに話している。まるで私が想像していたような恋こい人びと同士の姿。

　傘も雨も、いろいろなものがすべり落ちていく。私の周りだけ大雨が降ってしまったかのように、ごちゃごちゃとした感情だけが残る。

　五回も告白を断ったのだから、こんな結果はわかっていたはずなのに、今になって気づいてしまう。

　鼓膜が、寂さみしいと泣いて、求めていた。

　六回目を聞くことはないのだろう、陸の声を。

　五回も刻まれた陸の『好き』が、今度は私じゃない誰だれかの耳に刻まれる。あのデザートよりも甘い声で、名前を呼ぶのかもしれない。

　それは私ではない、あの女の子。

「やだ！」

　叫さけぶと同時に私は走り出していた。

　放ほうり投げた傘の行き先も、水たまりを踏ふんだことも忘れて、ただ走った。

　胸が痛くて、苦しくて、解放されたくて──陸の手を摑んだ。

「えっ、みーちゃん？」

「来て！」

「ちょ、痛っ、ひっぱるなって……！」

　だって、陸のことが好き。

　好きだから、この手を離したくない。

　意識してこの関係が崩くずれてしまうのが怖こわかったから、陸は弟のような存在だと言い聞かせていたけれど、あの指先や声が他ほかの女の子に向けられてしまうのは、もっと怖い。

　こんな形で私と陸の関係が終わってしまうのは、もっともっと怖い。

　制止の声も聞かず、陸の手を摑んだまま学校に向かう。周りから見れば三年女子が一年男子を引きずっていく光景で、変な噂うわさが流れるかもしれない。でもかまわなかった。




　　　　＊＊＊




　朝礼開始のチャイムが鳴って、ようやく私は足を止めた。考えこんでいるうちに相当走っていたらしく、気づけば一年や三年の教室から離れた家庭科室の前にいた。

　振り返れば、陸がいる。そりゃそうだ、ずっと手を摑んでいたのだから。

「みーちゃん……足、はや……」

　陸も私もすっかり息はあがっていて、二人して壁かべにもたれかかって座りこむ。

　生徒たちは今いま頃ごろ朝礼だろう。家庭科室の前は静かで、私たちしかいなかった。

「朝からマラソンなんて勘かん弁べんしてよ……」

「ごめん……急に連れてきちゃって」

「それで？　話があるから連れてきたんでしょ」

　うんざりとした顔の陸に促うながされて、私は俯うつむく。

「陸は……あの子と付き合っているの？」

「あの子って──ああ、一いつ緒しよの傘かさに入ってた子？」

「二人で歩いてるところ見ちゃったから……気になって……」

　おそるおそる顔をあげれば、陸は不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せていた。

「みーちゃんには関係ないよ。それともオレが他の子と付き合っちゃだめ？」

　目の前にいるのは陸なのに緊きん張ちようしてしまう。幼おさな馴な染じみの関係がなくなってしまって、私と陸が敵になった気分だ。空気が重たくて、喉のどがひりつく。

「いや……だ」

「なにそれ。じゃあ誰ならいいの？　みーちゃん公こう認にんの相手は誰？」

「それは──」

　気持ちを伝えることは、とても怖い。

　もしも間に合わなくて陸が誰かと付き合っていたら。もしも陸に拒きよ否ひされてしまったら。最悪の結果ばかりを想像して、このまま逃げたくなってしまう。

　陸は、この恐きよう怖ふと五回も闘たたかってきたのだ。私の気持ちが追いつくまで、わざと『みーちゃん』という子どもっぽい呼び名で隠かくして、私の拒否も冗じよう談だんのように受け流していたけれど、勇気のいることだったはず。

　手を伸のばせば届く距きよ離りにいたと思っていたけれど、私よりもずっと先を進んでいる。好きという気持ちの辛つらさも、陸は知っているのだ。

　だから私も、近づきたい。

「陸、」

　距離を縮めても陸は逃げない。壁と私の間に挟はさまれ、挑ちよう戦せん的に私を見つめている。

　緊張して、体中が熱くて、きっと私の心臓はおかしくなっている。陸の近くにいけばいくほど、焦じれた思いが頭を支配するのだから。

　陸の頰ほおに触ふれて、撫なでる。触れたほうもこんなにあたたかな気持ちになるなんて知らなかった。指先から熱が生まれて止まらない。

　もっと近づきたくて、触れたくて、何度も『好き』だと告げてくれたあのくちびるが、恋こいしくてたまらない。

　その衝しよう動どうに突つき動かされて、急せいた思いが影かげを落とす。

　私の長い髪かみの毛が一ひと房ふさ、ぱさりと落ちて、二人きりの場所を生み出すカーテンのようだった。ここが学校の廊下なんて忘れてしまって、あるのはやわらかな口づけだけ。重なった吐と息いきに、私たちが溶とけていく気がした。

　重ねていたくちびるが離はなれて冷えていくとともに、恥はずかしさがこみあげる。その顔をまともに見られず離れようとすると、陸の言葉が引き止めた。

「これが返事って……みーちゃんと付き合ってもいいの？」

「で、でも陸はあの子と付き合って──」

「付き合ってないよ。オレ、みーちゃん一筋だから。あれは傘を忘れたから入れてもらっただけ」

　付き合っていないのだと知って、ほっと安あん堵どの息を吐つく。

　気がゆるんだその瞬しゆん間かんに、もう一度チャイムが鳴った。今度は朝礼が終わった合図だ。

　次の授業のために生徒たちがやってくるだろう。私たちも教室に向かわなければ。

「そろそろ、行こっか」

「やだ。行かない……こっちきて」

　私の提案をはねのけて、陸は歩いていく。

　慌あわててついていくと、向かったのは一階の階段裏だった。陸にならって、私もとなりに座る。

「……授業はじまっちゃうよ？」

「いいよ、今は授業サボりたい気分。幸せすぎて教室に戻もどりたくない」

　奥のほうの場所のため、廊ろう下かからは死角になっていたけれど、覗のぞきこまれたら見つかってしまう。足音や声が近づくたび緊張して身を縮こませていると、陸が笑った。

「別に見られてもいいよ。噂されたって平気、オレのだって自じ慢まんしたいぐらい。それよりも──」

　ずい、と陸が身を寄せる。先ほどのお返しとばかりに、今度は私が壁に追いつめられる状態だ。

「言った通りになったでしょ？」

「陸の言う通りって……えっと、」

「オレ、ほしいものを手に入れようと企たくらんじゃう男だから」

　その言葉を反はん芻すうする間もなく、強く抱だきしめられる。そして聞こえてきたのは、もはや弟のような存在ではない、男の人の甘い声だった。

「ずっと手に入れたいって思ってた。抱きしめて、美空をオレだけのものにしたかった」

　私の髪を撫でて、頰を撫でて、それからくちびるに触れる。それだけなのに、私の頭に刻みこまれた言葉が甘くよみがえってしまう。

「ねえ、六回目は美空が言って」

　今度は、私から刻みつける。

　六回目の『好きだよ』。
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　わたしには、幼なじみがいる。

　でかくて、無ぶ愛あい想そう。

　いつも不機嫌そうな顔して、でも中身はそうでもなくて。

　本当は温和で、体育会系ではなくインテリ。

　いつも、本ばかり読み。

　いつも、遠いとこを見つめてる。

　キン──夏なつ島しま琴きん。

　おじいちゃんが江え戸どっ子で、かっこいい名前ならまかせろ、の結果らしい。

　実際、かっこいいと思う。

　中身は名前のとおりに爽さわやかではなく、どっちかというと、ねじれてるけど。

　まぁ、うん、悪いやつではない。







「なに、ぶつぶつ寝ね言ごとつぶやいてんの。きもちわりぃ」

　朝。

　小鳥の鳴き声の代わりに、日ざしをさえぎって現れたのはキンの姿だった。

　キンはいつも通りの不機嫌そうな顔。今はほんとに不機嫌なのだろう。

　彼の背は１８０センチを軽く超こえて、そのわりには無む駄だな肉がないのでスマートに見える。いつも鋭えい利りな瞳ひとみのせいで厄やつ介かい事を背負うことも多いけど、本当の中身は草食系の残念くん。

　わたしと同じ、中２。

「おいコラ、なにか俺のこと考えてそうだな。いいから起きろ」

　と、シーツを引っぱり、奪うばいやがった。

　私はおへそも丸出しの、乙おと女めとしてはオイオイな格好で、さすがに赤面する。

「ちょ、こらぁ！　キン、なにすんのよ。こら、勝手に人の部屋入らないでって言ってるでしょ！」

「お前が寝ね坊ぼうしてるからだよ」

　キンは、そう言って己おのれの腕うで時ど計けいを指さす。時刻は７時半を過ぎていた。自転車で行ける距離とはいえ、８時の登校にはギリギリだ。

「ギャー、ギャー！　あーもう、なんで!?　なんでわたしはこうも起きないの。もう、あっち行ってて着き替がえるから」

「起こしてやったのに乱暴な扱あつかいだな」

「おへそ見たくせにうっさい、ばーか！」

「んなの、誰だれも見たくねーよ」

　キーキー、と我ながら猿さるのようにわめくわたしと。

　はいはい、と冷めた対応のキン。

　あ、ちなみにわたしの名前は石いし塚づかゆみ、だけど。それはどうでもよくて。

　問題はこの男、夏島琴である。わたしは、いつもキンと呼び捨てであるが。

「おい、早く行こうぜ。アホゆみ」

　わたしが支度してる間、キンは玄げん関かん前で自転車に乗って待っていた。

　こいつはどういう教育を受けてきたのか。

　お母さんやお父さんはいい人なのに。どういう性格のねじれか。

　わたしを呼ぶとき、いつもこうやって余計な一言をつけ加える。

「あんたは、どうしてこう、わたしに対する敬意がないのかねぇ。昔はちっさくて可愛かわいかったのに。わたしが守ってあげてたのに。うぅ、悲しいよ」

「………」

「あ、待って。ちょ、無視して先に行かないで！」




　こんなんでも、キンは女子からの人気がなくはない。

　なくは、ない。

　あぁ、うん。いいよ。人気あるよ。素直に言えばいいんでしょ、モテてるほうだよ。

「ねー、ゆみぃ。あんた夏島くんと仲良いんでしょ」

「だから、なによ」

　昼休み。

　わたしは、女子のグループと食堂で食事中。

　朝食もろくに食べずに急いで来たため、お昼のカレーうどんをありがたく頂ちよう戴だいしてるときだ。

　あーあー、なんでかね。

　世の中は、キンに夢中で。というか、どうしてわたしにやつのことを話してくるのか。

「漫まん画がみたいに、家がとなり同士」「幼い頃ころからの付き合いの幼なじみ」「登下校だっていつもいっしょで」「人付き合いの少ない彼が唯ゆい一いつ異性で仲良くしてんのって、あんただけなのよ」「そんな、うらやましいやつ。周りがほうっておくわけないでしょ！」

　冷や汗あせ、たらり。

　いや、そう言われましても。

　ただ、となり同士なだけだしな。付き合いも、友人としての付き合いだ。

　周りが熱ねつ狂きようするほど、素す敵てきな関係ではない。

　あいつ、わたしの名前変なふうに呼ぶしさ。




「おい、ばかゆみ」

　学校の廊ろう下か。

　友達と歩いていると、突とつ然ぜんうしろから声が。

　あいつだ。キンである。

　奴やつが、なれなれしく、わたしの名前に余計なのを付け加えて話しかけてきたのだ。

「……あんたねぇ、ばかは余計でしょ。ばかは！」

「だって、ばかじゃん」

「ばかじゃないもん！」

　こんな男がなんで、人気があるのやら。

　世間の目とやらは腐くさっている。たいへん、腐っている。

　キンは、休み時間は少ない男友達と談笑するか、本を読んでいる。

　本来はインテリで草食系だから当然なのだが、野性味あふれる外見でそれをやるとどうやら妙みような色気というのを感じるらしい。

　それで、くらっとする女子も多い。

「お願い、石塚さん！　あなた、彼と仲良いんでしょ!?」

「え、いや、えぇー」

　わたしが、ラブレター係になることも多い。

　仲良いんでしょ。お願い。あなたなら。あなたは。あなただったら。

　と、言われても困るのだが。

　そして奴の返事はいつもＮＯ、それを折り返し伝えなきゃいけないので、労働は倍。しかも、フラれたときの恨うらみをわたしにぶつける者もいたりして、本当にたいへん。

　はぁ、なんでわたしは、こうもあの幼なじみに振ふり回されなきゃならんのか。

　いや、勉強でわからないことがあったら、聞いたり。

　あと、買い物で重いものを持ってくれたりとか、その、助けてもらったりもするのだが……うん。







　その日、どういうわけか。

　わたしは、学校が終わっても教室に残っていた。

　だれもいない、教室。

　夕焼けの光が差しこみ、わたしだけの影かげ法ぼう師しをつくる。

　わたしは、一人考えていた。

　わたしは、あの男のなんなんだろう。

　というか、わたしはあの男のことをどう思ってるのだろう。

　あの男？

　もちろん、キンのことだ。

「……ぁ」

　気がついたら、ちょいと寝ねていた。

　いや、机に顔をふせて、豪ごう快かいに寝ていた。

　あぶなかった、このまま夜まで居残るんじゃないかと焦あせったが。

「おい、アホゆみ！」

　と、あの男の声が聞こえてきた。

　キンだ。あいつ、いつも駐ちゆう輪りん場じようで合流するから、いつまでたっても来ないわたしに苛いらついて教室まで来たらしい。う、うぅ、悪いのは全面的にわたしだけど。でも、だからって毎度毎度ばかとか、アホって言わないでくれるかなぁ。地味に傷つくのに。

「ったく、こいつ寝てるのか。おい、ばか！　アホ！　……あーったく」

　うるさい、こうなりゃふて寝だ。

　起こせるものなら、起こしてみろ。そんな罵ば倒とうなんかじゃ起きないぞと。

　わたしは、そばにやつが近づいてくる気配がしても、たぬき寝入りを決めたのだ。




「……ゆみ」




　ばっ、とわたしは起き上がる。

　視界に入るのは、目を見開いたキンの顔。

　にやぁ、と思わず口角をつり上げる、わたし。

「なんて言った？　なんて、なんて言った？　ねぇ、もう一回──あ、ちょ、ごめんってば！」

　キンが、わたしの名前を呼んだ。

　ばかもアホもなしに、素直にわたしの名前を呼んだのだ。

　すごく驚おどろいて、ちょっとからかい気味に言ってしまったのが悪かったかな。彼は赤面して、そそくさと教室から出て行こうとする。わたしはあわててカバンをしょい、追う。

「ごめんってば、ごめん！　でも、なんかうれしくて。ねぇ、もう一回。もう一回聞かせてよぉ」

「うるせーばか」

　耳まで真っ赤にしながら、顔をそむけるキン。







　……わたし、きみはいつか、わたしのもとから去るんじゃないかって。

　それこそ、高校はすごい頭のいいとこに行ったり、大学は東京に通ったりして、遠くに行くんじゃないかって。心のどこかで、ちょっと思ってたんだ。

　でも、でもさ。

　もしかしたら……いや、なんでもない。

　今は、それよりも大事なことがある。

「ねぇ、キン。わたしの名前、ちゃんと呼んでよぉ」

「……っ」

　キンは、本当にばつが悪そうにいった。

「てれる」
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　我が家の朝はにぎやかだ。

　まず陸上部の朝練がある中二の弟に、朝ごはんを食べさせて送り出す。次に化け粧しようを終えた母にも朝ごはんを出して、二に度ど寝ねをしている父に声をかけ、両親と弟と私の四人ぶんのお弁当作り。弟のお弁当は学校の休み時間に私が渡わたしに行くことにしている。

　朝ごはんを食べ終えた母は、双ふた子ごの妹たちと弟を起こしに行く。ちびたち三人と自分の朝ごはんをテーブルに並べているあいだに、小さいけれど賑にぎやかな足音が聞こえてくる。ついでに三度寝をしている父を、母が起こす声も。

　ちびたち三人が顔を洗っているあいだに、私も朝ごはんをかきこんで。母と私の二人がかりで、席についたちびたち三人に朝ごはんを食べさせるのだが──。

「これ、りっちゃんにあげるー」

「これ、さっちゃんにあげるー」

「はーい、ピーマンの押しつけあいをしないの」

　幼よう稚ち園えん年中さんの沙さ奈なと里り奈なは双子。自分そっくりの顔をした相方に向かって、互たがいにフォークに刺さした緑色の物体を差し出す。このままけんかに突とつ入にゆうすることも、ままある。ちっちゃくても女は女。女同士の舌戦は、なかなかに熾し烈れつだ。

「……」

「まーくん、起きてー。お口から逃にげて、全部、テーブルに落ちちゃってるよー」

「……あー」

「あー、じゃなくて……」

　末っ子の昌まさ明あきは朝に弱い。赤ちゃん用のイスに座ったまま、うつらうつらと船を漕こいでしまう。スプーンでねじこんでみても、よだれと一いつ緒しよに口の端はしからこぼれてしまう。

「完全にパパに似たわね」

　おそらく四度寝に突入している二階の父を思い浮うかべながら、私と母はそろって頷うなずく。

　朝ごはんを食べ終えたら着き替がえ。その次に、妹二人の髪かみを結ゆわないといけないのだけれど──。

「ねぇちゃ、ねぇちゃ！　さっちゃん、うさちゃん！」

「ねぇちゃ、ねぇちゃ！　りっちゃん、うさちゃん！」

　二個ワンセットのうさぎのヘアゴムを指差して、一いつ拍ぱく。にらみあう沙奈と里奈を見下ろして、ため息をつく。

　うさぎ、くま、ねこのヘアゴム、チェック柄がらのリボン、ピンク色のカチューシャ──。

　色々ある中から毎朝、気分で選んでいるのに二人の意見はぴたりと一いつ致ちする。さすがは双子、かわいい！　なんて、言っていられたのは入園式から一週間くらいまでのこと。

「じゃあ、沙奈も里奈も。今日はうさちゃんで一つ結びに……」

　二個ワンセットだから一つ結びなら問題はないのだけれど、

「「だめ！　ふたっつ！」」

　残念なことに二つ結びというのはブレたことがない。こうなったらしかたがない。いつもの手だ。

「はい、じゃーんけーん……」

「「ポン！」」

「「ポン！」」

「「ポン！」」

　二人は真しん剣けんな表情で、小さくて丸々とした手を何度も振ふり下ろす。あいこの回数の多さも双子のなせるわざだろう。

　そのすきに自分の髪をすいて、ブラウンの髪ゴムでさっと一つ結びにする。

「「ポン！」」

「やったぁ～！」

「あ～！」

　ちょうど決着がついたらしい。

「それじゃあ、鏡の前に座って」

　にっこりと笑って、私はブラシをかまえる。







　大きく手を振る沙奈と里奈と、保育士さんの腕うでの中ですでにうとうとしはじめている昌明に手を振り返して、保育園を出た瞬しゆん間かん。

「じゃあ、お迎むかえはよろしくね。行ってきま～す」

「はいよ、行ってらっしゃい！」

　おっとりとした口調とは正反対に駆かけ出す母を見送って、一息つく。これで我が家の朝の戦いくさは一応、終結だ。

　きびすを返して、ゆっくりと通学路を歩いて中学校に向かう。少し早い時間のせいか、通学している生徒の姿はまばらだ。

　少し先を、同じ制服を着た女の子が歩いている。ボブの髪を三つ編みでハーフアップにしている。今朝、ブローして整えたのだろう。毛先もゆるく巻いている。髪をゆらして歩く後ろ姿をぼんやりと眺ながめて、

「……かわいい」

　思わず、ぽつりとつぶやく。と──。

「なにが？」

「ふおぁ！」

　ひとり言のつもりだった言葉に、それも背後から、急に返事が来てびっくりする。振り返ると、

「すごい声！」

　ひとなつっこい笑えみを浮かべた夏なつ樹きが立っていた。

「なつくんか。急に話しかけないでよ。びっくりするじゃん」

「ごめん、ごめん」

　後こう輩はいとは思えない軽い調子で言って、夏樹はとなりに並んで歩き出す。跳はねるような足どり。染めていないけれど茶色味の強い髪が、ふわふわとゆれる。

　おとなりさんで、弟と同い年。家族ぐるみの付き合いがあるせいか、中学に上がっても先せん輩ぱい後輩という雰ふん囲い気きにどうしてもならない。大型犬を思わせる夏樹のひとなつっこい性格もあるのだろうが。

「それで、なにをうらやましそうに見てたの？」

「うらやましそうって……」

　違ちがった？　と言うように、顔をのぞきこんで首を傾かしげる夏樹に、

「……違わなくはないけど」

　大人しく頷く。そういう気持ちがないわけじゃないし、夏樹相手に見栄を張ってもしかたがない。

「あの子の髪かみ型がた、かわいいなって」

「三つ編みのハーフアップの子？」

「そそ」

「やったらいいじゃん。優ゆう奈なちゃんがやったら、もっとかわいいと思うよ」

「あんな手のこんだこと、やってる時間ないから」

「かわいいって言ったのに……少しは照れてよ」

　いやいや、と手を振る私を見下ろして、夏樹が唇くちびるをとがらせる。そういうことを恥はずかしげもなく言ってくるのは最初から。はいはい、と適当にあしらうと、夏樹はさらにむくれた。

　先を歩く女の子は、角を曲がって姿が見えなくなった。

　そんなにむずかしい髪型じゃない。私でも結えなくはないだろう。手先の器用さに自信がないから、ちょっと時間がかかるとは思うが。

「でもねぇ……」

　思わず、ぽつりと呟つぶやく。

　両親は再さい婚こん同士だ。

　私が生まれて、すぐに事故で夫に先立たれた母と。息むす子こを産んで、すぐに元カレと行方ゆくえをくらました妻に置いて行かれた父と。

　境きよう遇ぐうのわりには悲ひ愴そう感もなく、のほほんとした雰囲気の二人が再婚することに、私たち姉きよう弟だいは諸もろ手てを挙げて喜んだ。私たち姉弟──というのは、母の連れ子である私と、父の連れ子である一歳下の弟のこと。

　親子仲も、姉弟仲も良好。家族四人での平へい穏おんな生活が一年ほど続いたあと、一気に賑にぎやかになったのはちびたちが生まれてから。

　双ふた子ごの妹たちと、さらに一年後に生まれた弟と。小さな、小さな怪かい獣じゆうたち。

　かわいいけれど、手はすごくかかる。かかるけれど。おねえちゃんだから、という責任感のようなものもあるけれど。でも、やっぱり大事だと思う。だから──。

「時間ないから」

　ついつい自分のことはあとまわしにしてしまう。

　けらけらと笑って、一つにまとめた髪かみを撫なでた。かわいい髪型をしている子をうらやましいと思うのは本当だけど、保育園で沙奈と里奈が、

「かわいい！」

　と、言われるのを見るとうれしくなって。結局、次の日の朝も沙奈と里奈の髪に、時間をかけてしまうのだ。

「はるくんにも心配されちゃってるっぽいんだけどねぇ」

「はるちゃんに？」

　一歳下の弟──夏樹にとっては幼なじみの名前に、彼は目を丸くする。

「はるくんの朝練が休みの日にさ。私が髪を引っつめただけで家を出ようとしたら、あわてて止められちゃって」

「はるちゃんにも、そういうことを気にするだけの神経があったんだ」

「お、言うねぇ。さすがは幼なじみ！」

「幼なじみと言うか腐くされ縁えんでしょ、あれは」

「それ、同じことをはるくんも言ってた」

　渋しぶい顔の夏樹に、笑いがこみ上げてくる。それを言うときの表情までいっしょで、なんだかかわいい。

「やっぱり仲がいいよね」

　からかうように言うと、

「そういう話をはるちゃんが優奈ちゃんにしてることのほうがびっくりだよ。姉弟仲、いいよね」

　なぜだろう。そう言う夏樹の顔は、さらに渋い顔だ。その表情の意味がわからなくて、首を傾げていると、

「そうだ」

　夏樹はポン、と手を叩たたいて、

「じゃあ、俺がやってあげようか？」

　そう言って、おどけた仕草で両手を広げて見せた。




　校門をくぐって、昇しよう降こう口ではなく中庭へと向かう夏樹のあとをついていく。中庭の端はしに置かれたベンチの前で足を止めた夏樹に、

「はい、座って」

「はいはい」

　そううながされて、背中を向けて座った。

　髪を結ゆってあげると言われて、最初は断ったのだが。すぐに終わるからと言われて、結局、お願いすることにしたのだ。

　悲しいかな、夏樹の方が手先が器用なのはよく知っている。前に沙奈と里奈の髪を結ってもらったときにも、早い上にきれいに結ってくれた。

　クシは持ってる？　と、聞かれて、カバンから折りたたみのクシを取り出す。手て渡わたすと、夏樹は優しい手つきで髪をとかしはじめた。

　毎日沙奈と里奈の髪をとかしているが、自分が誰だれかにやってもらうのはひさびさだ。初めて会ったときには同じくらいの大きさだったのに。大きくて温かな手の感かん触しよくに、私は思わず目を細めた。

　中庭にはさくらが一本植えられていて、今が見ごろ。ひらひらと花弁が舞まい散るのがきれいだ。先週末、家族みんなで花見に行ったけれど、ちびたちを追いかけまわしていたせいで花なんて全然、見ていなかった。

　ちょっとだけ胸がきゅっと痛くなって、それをごまかすために私は笑みを浮うかべた。

「なぁに、にやにやしてんの？」

「週末、みんなで花見に行ったんだけど、花を見た記き憶おくが全然ないんだよね」

「え、ずるい！　なんで俺も誘さそってくれなかったの？」

「家族で行ったんだよ？」

「でも、はるちゃんはいっしょでしょ？」

　そう言って私の顔をのぞきこんできた夏樹は、拗すねたように頰ほおをふくらませている。身体からだは大きくなっても、ころころと変わる表情も仕草も子どものころのまま。

「本当に仲いいなぁ」

「……優奈ちゃん。また勘かん違ちがいしてるでしょ。絶対」

　にまにまと頰をゆるませる私に、さらに不ふ機き嫌げんな声で夏樹が言う。

「もう、いいよ。ほら、優奈ちゃん。ちょっと持ってて」

「はい、はい」

　夏樹が肩かたごしに差し出してきたクシを受け取る。

「どんな髪かみ型がたにしてくれるの」

「ないしょ。できてからのお楽しみ」

　髪を撫でられる感触にたずねると、笑えみを含ふくんだ声が返ってくる。さっきまでの不機嫌はどこに行ったのだろう。声には出さず、口元だけで笑う。

「優奈ちゃんの髪はまっすぐで、さらさらで。すごくきれいだよね」

「細いでしょ、母親に似たんだよ。沙奈も里奈もなんだよね。ただでさえ、子どもの髪って柔やわらかいのに細くて、結びにくいったら……って、なに？」

　背後から聞こえたため息に、私は首を傾かしげる。

「俺は優奈ちゃんの話をしてるのに、全部、ちびたちの話になっちゃうんだなって」

　また不機嫌な声だ。本当にころころと変わるな、と苦く笑しようする。夏樹の機嫌が悪くなったり良くなったりするポイントがよくわからない。わからないけれど、不思議なことに不ふ愉ゆ快かいな気持ちにも不安な気持ちにもならないのだ。だから、

「友だちにもおんなじこと言われたよ。ちびたちにかまけてばっかだって。ちょい女捨て気味だから気をつけろとまで言うんだよ」

　けらけらと笑いながら答える。

　その友だちにはついでに、

「そんなんじゃ、高校に行っても彼氏の一人もできないよ！」

　とも言われた。真顔で。

「ダメなのかなぁ」

　桜の花弁が散りはじめていることに気がついたときと同じ。胸がきゅっとなる。ふと気がつくと、いつの間にか時間が過ぎていたことにおろおろするような、漠ばく然ぜんとした不安。

　べつに、絶対に彼氏がほしいというわけではないけれど。そういうのにあこがれがないわけじゃない。いつか、と思っている、そのいつかが、いつの間にか過ぎてしまっていたら──。

「いいよ」

　ハッ、と。夏樹の声に顔をあげる。あげてから、いつの間に俯うつむいていたのだろうと思う。

「いいよって……？」

　あわてて笑顔を作って尋たずねると、

「いいよ、優奈ちゃんはちびたちにかまけてて」

　そっと、優やさしい手つきで頭を撫なでられた。

「そのぶん、俺が優奈ちゃんのことをかまってあげるから」

　年下のくせに。なんだか生意気なことを言っているのがかわいらしい。沈しずんでいた心が、ふわりと軽くなる。

「はいはい、ありがとう」

「特別。目め一いつ杯ぱい。優奈ちゃんのことを女の子扱あつかいしてあげる」

　頭のてっぺんから髪かみの先まで。大きな手で、包みこむみたいに撫でられて。




「だから、もう少し、俺のことを男扱いしてね」




　低くて、静かな。いつもとは全然ちがう夏樹の声に、え、と思う。

　でも、それも一いつ瞬しゆんのこと。

「──はい、できた！」

　ポン、と手を叩く音に心臓が跳はねる。

「鏡、持ってる？」

「……ううん」

「じゃあ、教室行ったら友達に借りて見てみてね。俺の力作だから」

　振ふり返ると、そこにはにっこりとひとなつっこい笑みを浮かべた夏樹の顔があった。いつもどおりの笑顔だ。

「うん、ありがとう！」

　その笑顔につられて頷うなずくと、夏樹はさらに嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

　──気のせい、かな。

　まだ少しドキドキしている心臓をそっと押さえながら、ベンチから立ち上がる。そろそろ予よ鈴れいのチャイムがなるはずだ。校舎の壁かべにかかっている大きな時計を見上げると、

「明日あしたもここで、二人で会いたいな」

　また、低くて、静かな夏樹の声。

「優奈ちゃんの髪、明日も結ゆってあげる」

　あわてて振り返ると、そこにはいつもの笑顔と声の夏樹がいた。

　良く知っているはずの夏樹の、知らない声。そのとき、夏樹はどんな表情をしていたのだろう。やっぱり私が知らない表情をしていたのだろうか。

「ね、優奈ちゃん！」

「……うん」

　夏樹の笑顔を見上げた私は、そわそわとした気持ちのまま、こくりと頷いていた。
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　放課後に流れてくる、運動部のかけ声と吹すい奏そう楽がく部の生演奏をＢＧＭにしながら、わたしは貴重な青春の一ページを無む駄だにしていた。

　教室の片かた隅すみで、彼は椅い子すに座ったまま机に突つっぷし、のんきに寝ね息いきを立てている。

　少し肌はだ寒ざむくなった十月の夕暮れ。わたしは、進路希望調査票が未提出の彼につきあって居残りをしていた。クラス委員長だから、ただそれだけの理由で。要は、担任の先生に面めん倒どうごとを押しつけられた形である。

　ただまあ、わたしとしてはこれもクラス委員長の仕事だと自分に言い聞かせ、白紙の進路希望調査票とにらめっこする彼を見張っていた。それがちょっとトイレに立ったら、このありさまだ。

　リズムよく上下する彼の肩を見つめていると、頭が痛くなってきた。よくもまあ世話を焼いてもらっている身で、こんなことができるものだ、と怒いかりを通り越こして愕がく然ぜんとする。

　はあ、とため息を漏もらし、彼の前の席に腰こしをおろした。彼と向かいあうようにして椅子を動かす。彼と机のあいだから覗のぞく進路希望調査票が目についた。

　ちゃんと書いたのかな？　訝いぶかしがりながら、わたしはそっとそれを抜ぬきとり、中身を読んだ。




『委員長とデートしたい』




　第一希望の欄らんに書かれた願望に、わたしは何度も瞬まばたきし、自分の目を疑った。でも、何回読んでも同じだった。

　カーッと全身が熱くなり、うっすらと汗あせがにじむ。胸が痛くなるほど心臓が脈打つ。

「冗じよう談だんでしょ」

　ひとりつぶやくと、彼がむくりと起きた。

　ああ、もう。寝ねぼけた表情なのに直視できない。わたしはそっぽを向き、言葉を考える。ダメ。どんどん頭が真っ白になる。なにも出てこない。

「あー、見ちゃった？」

　そんなわたしのドキドキを知ってか知らずか、彼はおどけた調子で声をかけてくる。ワザとだろ。

「ふ、ふざけてないでちゃんと書いて」

　どうにか注意し、進路希望調査票を乱暴に返す。

「ごめん。その進路、本気なんだけど」

　彼は受けとらず、かわりにわたしの腕うでを握にぎった。耳もとで真しん剣けんな声がささやく。

　しばしのあいだ、沈ちん黙もくがつづいた。

「その進路は、ちゃんと声にだして言ってくれる？」

　わたしの声は震ふるえていた。意を決し、彼と向かいあう。夕日に負けないぐらい顔を赤くした彼の唇くちびるがゆっくりと開く。
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「やるからには全力でやる。まずは朝練。７時半にグラウンド集合で」

　早はや瀬せくんのその言葉に、みんなが押し黙だまる。もちろん私も。

　きっとみんなの意見は同じだろう。

『なんで、たかが体育祭の余興イベントにそこまでするの？』

　だけど、だれもなにも言わなかった。言えなかった。

　黒板の前に立つ早瀬くんは、鋭するどい眼光で席についているチームメンバーの顔を見み渡わたす。

「異論がないようなら、決定な？　じゃあ、俺今から部活あるから。お先に」

　そう言って早瀬くんは、鞄かばんを片手に教室を出て行った。

　引き戸が閉まった瞬しゆん間かん、みんなの緊きん張ちようの糸がプツンと切れる。

「マジ？　朝練だってよ」

「体育祭の勝ち負けには関係ない種目なのに……」

「噂うわさには聞いてたけど、やっぱ早瀬って怖こえぇ。つーか、なんで陸上部の部長が、こんな余興のリレーに出るわけ？」

　残された生徒からは、口々に不平不満の声が漏れた。

　私は一人、さっきまで早瀬くんがいた、前の壇だん上じようを見つめていた。

　どうしよう。やっぱり引き受けるんじゃなかった。

　私、足、遅おそいのに。







　そもそもの始まりは、一週間前の堤つつみさんの発言だった。

　料理部の活動が終わり、後片づけをしている最中、不意に声が降ってきた。

「坂さか下したさんって、足速くなかったっけ？」

　堤さんはそう言いながら、調理台を拭ふく私に目線を投げかけた。

「えっ、そうなの？　坂下さん？」

　一いつ緒しよにいた部長が目を大きく見開き、私に駆かけ寄ってくる。ふきんを持ちながら、私は思わず一歩後ろに引いた。

「そんなことないと思うけど……」

「謙けん遜そんしちゃって！　ほら、うちの部活、体育苦手な子多いでしょ？　でも坂下さん、マラソン大会で順位真ん中くらいじゃなかった？」

　堤さんのその言葉に、部長の目が輝かがやく。

「いや、長ちよう距きよ離りは平均並みだけど、短距離走は全然」

　首を横に何度も振ふる。しかし堤さんは「またまた」と笑う。

「長距離も短距離も『足が速い』って意味では同じだよ。そんな坂下さんに、お願いがあるんだけど」

　堤さんが目くばせすると、部長は頷うなずき、言った。

「体育祭のリレー、出てくれない？」

「えっ、リレー!?」

「知らない？　部活別チーム対たい抗こうリレー。料理部からも一人出さなきゃいけないんだけど、人が決まらなくて。堤ちゃん足速いしお願いしたんだけど断られて、どうしようって思ってたの！」

「そうなんだ。私、もうすぐバレエの発表会があって、足になにかあると困るの。だから、坂下さんはどうかなって思って」

　そう言って堤さんは、私の肩かたをポンと叩たたいた。

「でも、私本当に短距離走は苦手で……」

「大だい丈じよう夫ぶ！　このリレーは体育祭の勝敗には関係ないし、お遊びみたいなもんだよ。そりゃ、私ほど足遅い人間が出たらドン引かれるけど、坂下さんなら大丈夫！」

　部長は私の手を強く握った。私がたまらず俯うつむくと、いきなり堤さんが、私の鼻先に顔を近づけてきた。

「坂下さんって引っ込み思案じゃない？　だからこそ、こういうチャンスに少し頑がん張ばってみなよ。リレーは男女混成チームだし、いい機会だよ。ね？」

　学校一のアイドルが目を潤うるませこちらを見つめる。

　私は、思わずコクンと首を縦に振った。




　　　　＊＊




　帰り道を、一人とぼとぼと歩く。

　頭の中は、なんであの時断らなかったんだろうという、後こう悔かいの念でいっぱいだった。

『やるからには全力でやる』

　そんな早瀬くんの言葉が、耳の奥でこだまする。

　あの時の早瀬くんの顔は、真しん剣けんそのものだった。

　りりしい眉まゆに、透すき通った瞳ひとみ。

　女子がキャーキャー言う気持ちがわかった。

　早瀬くんは、かっこいい。

　見た目だけではない。陸上部部長という肩かた書がきだけでもない。

　その自信に満ちた雰ふん囲い気き。真っすぐな心。

　そのすべてが、数々の女子を引きつけるのだろう。

　実際、堤さんは、早瀬くんのことが好きだとの噂もある。

　そんな早瀬くんと同じチームになれて、嬉うれしくなかったのかと言われれば、噓うそになる。

　だけど。

　私は足が遅い。それはもう。本当に。

　明日あしたから朝練がはじまる。

　早瀬くんとお近づきになれた、なんて浮うかれた気持ちは、もはやみじんもなかった。

　私の大きなため息が秋空にふわりと、舞まった。







「７時半。大体集まったみたいだな」

　早瀬くんが辺りを見回す。

　今日は朝練初日ということで、50メートル走のタイムを取ることになった。

　並んだ私達は、早瀬くんのかけ声に合わせ、一人ずつ、コースに沿って駆けていく。

　一人、また一人。どんどんと順番が進み、私の番が近づく。

　自然と鼓こ動どうが強くなる。手のひらはすでに汗あせまみれだ。

「ん、じゃあ次、いくぞ」

　ラインに立った私は拳こぶしを握にぎりしめ、腰こしをかがめた。

「よーい、スタート！」

　合図と同時に地面を蹴けり、走り出す。

　でもわかる。私は遅い。足が思うように運べない。

　もっとテンポよく前に進みたいのに、それができない。

　もうすぐゴールだ。あと少し！

　ピッという電子音と同時に、記録係の声が響ひびく。

「10秒05」

　私は啞あ然ぜんとした。10秒？　前より遅くなってる。




　その後も記録取りは続き、最後の人が走り終えた。

　記録用紙を手て渡わたされた早瀬くんの表情が一いつ瞬しゆん曇くもる。が、彼はすぐに顔を上げた。

「今日はこれで終わりにする。また明日、よろしく。じゃ、解散！」

　その言葉に、みんながやれやれと散っていく。私も運動場に背を向け、歩き出した時。

「坂下さん、ちょっと、いい？」

　驚おどろき、肩をすくめる。

　振り返ると、早瀬くんが鋭するどいまなざしでこちらを見ていた。

「走るの、苦手？」

「……あ、はい」

　早瀬くんは、少しの間を置き、口を開く。

「今日、部活の後、空いてる？」

　私はその強い視線に圧あつ倒とうされつつも、黙だまってうなずいた。




　　　　＊＊




　夕方５時半。私は指定された公園へと急いでいた。

　早瀬くんに呼び出されて、なんて言えば、ときめく女子もいるだろう。

　だが、私の心は重かった。

　早瀬くんは、呼び出したわけを語らなかった。が、だいたい予想はつく。

　私が、規格外に遅おそかったのだ。

　今から、なにを言われるのだろう。

　チームから抜ぬけてほしいと言われるかもしれない。

　そうなったら、部長や堤さんになんて言おう。

　不安に引っ張られ、私の気持ちはどんどんと落ちていった。

　早瀬くんはすでに公園に来ていた。ブランコ前の手すりに腰かけ、スマホをいじっている。

　陸上部は遅くまで部活があることで有名だ。ということは、今日は早く抜けてきたのだろうか。

「あの……」

　私がおそるおそる話しかけると、早瀬くんは顔を上げた。

「すいません。来ました」

「あぁ、見りゃわかるよ。そりゃ」

　早瀬くんは立ち上がり、こちらを見下ろした。

「あんた、50メートル走って、いつもあのくらいのタイム？」

「い、いえ。10秒台だったのは、ひさしぶりです。いつもは９秒８くらい」

「たいして変わらなくね？」

　私が言葉につまると、早瀬くんは長いため息をついた。

「あんた、この時間、いつも空いてる？」

「はい、空いてます」

「そうか、それじゃあ」

　彼は一呼吸置いて、言った。

「練習しよう。毎日。キツいかもしんないけど、体育祭までの２週間くらい、大だい丈じよう夫ぶだろ？」

「え、それって」

「自主練。もちろん俺も来る。ぶっちゃけ言うけど、あんた今のところ、ダントツで遅いよ。このままじゃ勝てない。でも毎日やれば、マシになるだろう」

　そう言うと早瀬くんは、片手をすっと差し出した。

「２週間、よろしく」

　私は目を丸くしたが、おそるおそる、その手を握った。

「……よろしくお願いします」

　こうして、私と早瀬くんの、二人っきりの自主練が始まった。




　　　　＊＊




「腕うで！」

　早瀬くんの声に反応し、私はもっと大きく腕を振ふる。ゴールまで、あと少し。

　ピッ。

　早瀬くんがストップウォッチに目を落としながら、フンと鼻を鳴らす。

　二人での練習はこれで４日目。

　私は今日、朝夕合わせて、すでに50回以上は走っているだろう。

　ハアハアと息を切らしながらも私は、よろける足で早瀬くんに歩み寄る。

「どう、でしたか？」

「良くはなってる」

「ほんとに！」

　思わず口元がゆるむ。だけど、と早瀬くんは付け加えた。

「腕の振りがまだ足りない。次は親指立てながら走ってみて。親指の先が、自分の顔を指すように。そうすりゃ自然と振りが大きくなるから」

「は、はいっ！」

　私が強く頷うなずくと、早瀬くんも頷いた。

「じゃあ、今日はここまでにしよっか。明日あしたは土曜だし、ゆっくり体休めて」

「でも、なまったりしません？　休むと」

「いや、休むのも大事だから。それにあんた、今週筋肉痛すごいんじゃない？」

　思わず肩かたをすくめる。図星だ。

　今まで体育会系の部活に入ったことがない私にとって、この練習量は想像以上の負ふ荷かだった。今だって、体のあちこちが痛い。

「普ふ段だん、全然筋肉使ってませんでしたから」

　私は苦笑いをした。早瀬くんが少し微笑ほほえむ。

「それでこの練習は、キツいな」

　こんな風に笑うんだ。早瀬くんって。

「自分でもさ。スパルタかもなって思うんだよ。親とかにも言われる。〝のめりこんだら、周りが見えなくなるタイプ〟って」

　彼はそう言いながら空を見上げた。

　夕日が、早瀬くんの後ろに長い影かげを作っている。

「坂下はさ」

　早瀬くんは、遠くを見つめながら口を開いた。

「嫌いやじゃないの？　俺との練習」

「えっ」

　私は目を丸くする。

「なんつーか。キツすぎるっつーか。たかが体育祭のために、こんなに練習させられて」

　早瀬くんの数歩後ろにいた私は、斜ななめ上にある夕日を眺ながめる彼の表情を、窺うかがい知ることはできない。

　でも、その声に少し寂さみしさが混じるのを、私は聞き逃のがさなかった。

「そんなことないです！」

　考えるより先に叫さけんでしまっていた。しかも、大きな声。

　早瀬くんがとっさに振り向く。

　私は急に恥はずかしくなって、くちびるを嚙かみながらうつむいた。

　でも、伝えなきゃ。

「ごめんなさい。大きな声出して……。でも、私、嫌じゃない。練習」

　私は早瀬くんのゆれる影を見ながら、口を開いた。

　言葉がぽろぽろとこぼれだす。

「その、キツくないって言っちゃうと、噓うそになるんですけど……でも」

　私は顔を上げ、まっすぐ早瀬くんを見た。

「楽しいんです。私。こうやって一いつ生しよう懸けん命めい、一つのことに向き合うこと」

　そして、頭を下げる。

「あ、ありがとうございます。こういう機会をくれて」

　ひと通り言いたいことを言えた安あん堵ど感かんで、私はふーっと細いため息をついた。

　ふと目線を上げると、そこには口を半開きにした早瀬くんの顔があった。

「あ、ああ。どういたしまして」

　早瀬くんは小さな声でつぶやいた。

　その驚おどろいたような表情。私は一気に我に返る。

　もしかして、引かれた？

　それはそうだ。いつもウジウジしている人間が、急に自分の思いを大声で語り出したのだ。引かないほうがおかしい。

「ご、ごめんなさい。調子に乗ってしゃべってしまって。あの私、そろそろ帰ります。今日も、ありがとうございました」

　そうまくし立てると私は、ベンチに置いていた鞄かばんをひったくるように持ち、速足で公園を抜ぬけた。

　入り口付近ですれ違ちがった女子に、坂下さん、と声をかけられた気がしたけど、私は顔も確かく認にんせず、そそくさとその場を後にした。

　早瀬くんには週末は休めと言われていたけれど、結局私は自主練をした。

　体育祭まで残り１週間。

　どこまでできるかはわからないけれど、自分なりに、やれるところまでやりたい。

　一いつ緒しよに頑がん張ばってくれている、早瀬くんのためにも。







　そんな思いで登校した月曜日。

　部活が終わり、家庭科室を出ようとしたその時。

「坂下さん、ちょっと」

　振り向くと、そこには笑え顔がおの堤さんと部長がいた。

「坂下さん、いつも練習頑張ってるよね。リレーの」

　堤さんにそう言われ、恥ずかしくなり下を向く。

「あ、ううん。頑張ってるっていうか……私足遅おそいから、みんなの足手まといにならないようにやってるだけだよ」

「そっか。でも大変だよね。私も思ってなかったの。まさか陸部の早瀬が、こんな余興のリレーに出るなんて。早瀬って、真ま面じ目めだし疲つかれるでしょ？　練習もスパルタみたいだし」

「そうだね……大変じゃないって言ったら噓になるけど、でも」

「私、よかったら代わりに出ようか？」

「へっ!?」

　思わず顔を上げる。そこにはいつも通りの、きらきらとした堤さんの笑えみがある。

「私、坂下さんって足速いと思ってて、強ごう引いんにリレーの部内代表に推すい薦せんしちゃったけど、やっぱり悪かったなって思って」

「でも、バレエは？」

「それもあるけど、頑張ればなんとかなりそうだし」

　そう言って堤さんはニッコリ微笑んだ。

　横の部長も付け加える。

「坂下さん、堤ちゃんがそう言ってくれてるんだし、任せちゃいなよ。実は私も罪悪感あったんだよ。無理やりリレーに出しちゃって」

「それは」

「それにさ。たぶん私のほうが足速いから、チームにとってもいいかも。早瀬、勝ちにこだわっているんでしょう？」

　堤さんが、私の顔を覗のぞきこむ。くるりとした瞳ひとみが、私の目に映った。

　チームにとっても、良い。そう言われてしまうと、私には返す言葉がなかった。

　確かにそうだ。

　早瀬くんは、リレーに勝ちたくて、毎日頑張っている。

　最初は一歩引いていたチームメイトも、日に日にやる気が高まっている。

　すべては、勝つために。

　そんなチームに、私が留とどまる理由があるのだろうか。

　本当に勝ちを狙ねらうなら、足の遅い私を無理して育てるより、もともと運動神経の良い人を入れたほうが、いいに決まっている。

　金曜日の、空を見つめる早瀬くんの顔が、一いつ瞬しゆん頭をよぎる。

「……そうだね。確かに、堤さんが出たほうが、いい、よね？」

　私はなんとか、口角を持ち上げた。
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　部活後、制服のまま、私は公園へと出向いた。

　今日に限って早瀬くんのほうが先に到とう着ちやくしていた。

　初日と同じく、ブランコの前の手すりに腰こしかけ、スマホをいじっている。

「早瀬くん」

　私が声をかけると、早瀬くんは顔を上げ、すぐさま顔をしかめた。

「ジャージは？」

「それが……もう、私、練習しなくていいことになったんです」

「は？」

　早瀬くんが手すりから飛び降りる。

　睨にらみつけてくる早瀬くんに屈くつするように、私は目を伏ふせた。

「じ、実は、リレー、他ほかの人が出ることになったんです。堤さんって人。かわいくて、運動神経もすごくいいんだ。だから……」

「だから？」

「そっちのほうが、チームのためにもなるし。今日、代わってあげるって言われたの。体育祭委員の許可も取っておくから、って」

　私のまとまらない言葉を、早瀬くんは黙だまって聞いていた。

　秋風が、私達の間を流れていく。

「で、オーケーしたんだ。坂下は」

　早瀬くんの低い声に、私は唇くちびるを嚙かみしめながらも、コクリと頷うなずいた。

「そのほうが、勝てると思って」

「ふーん」

　気まずさで私は、早瀬くんの目を見ることができなかった。

「……で、坂下はそれでいいわけ？」

　私はハッとして顔を上げた。

　早瀬くんはあいかわらず、私をすごい眼力で睨み続けている。

「それで納なつ得とくしてんの？」

「私は」

「俺は認めない」

　え、と私の声が小さくこぼれた。認めない？

「だけど、勝ちたいのなら」




「俺は、お前からのタスキじゃないと受け取らないから」




　早瀬くんは、強くきっぱりと言い切った。

「今日、走る順番を決めた。俺がアンカーで、お前はその一つ前。お前がどんなに遅くても、俺は挽ばん回かいできる。だから俺は、お前以外のタスキは、受け取らない」

　そう言うと、早瀬くんはクルリと私に背を向け、鞄かばんを担いだ。

「委員の許可を取ったって？　じゃあ俺、今から撤てつ回かいしてくる。リレーに出るのは、坂下歩あゆみだ、って」

　でも、と私は言いかけたが、早瀬くんはかまいもせず走って公園を抜けていった。

『お前からのタスキじゃないと受け取らないから』

　その言葉だけが、私の鼓こ膜まくにへばりつき、なおも響ひびく。

　早瀬くん……。

　視界がじょじょにぼやけ、夕日がにじむ。

　薄うすれていく景色の中で、彼の背だけがはっきり見てとれた。
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　スタートラインに立つと、おのずと鼓こ動どうは速まった。

　今日は体育祭当日。もうすぐ私がタスキを受け取る番だ。

　私の走りなんて、きっと誰だれも見てない。だけど私は全力で走る。

　チームのために。そして。

　早瀬くんのために。

　あの日、早瀬くんはリレーのメンバー変へん更こうの取消に奔ほん走そうしてくれた。

　どうやら、堤さんのところにまで行ったようだ。

「チームワークを優先させたいから今からの変更はしたくない、なんて言われてさ。ホントにカタブツだよね。あいつ」

　堤さんはそう言って、苦笑いをしていた。

　彼女の思いを踏ふみにじってしまった。そんな罪悪感もある。

　だからこそ、頑がん張ばらなきゃ。もう、やるしかないんだから。

　私は拳こぶしを強く握にぎる。

　砂すな埃ぼこりが舞まう。駆かけ足が、近づいてくる。

　練習の甲か斐いもあり、うちのチームは１位だ。




　タスキを、受け取る。

　ここからだ。私の勝負が始まった。




　腕うでを振ふる。

　親指の先がこちらを向くくらい、強く。

　太ももを上げる。まだ足の回転数は上げられる。

　最初に走った時より、体ははるかに軽い。

　コーナーをぎりぎりで曲がる。

　見るのは、前だけ。

　そしてそのずっと先に、彼の姿をとらえた。

　もうすぐだ。タスキを握る、と、その瞬しゆん間かん。

　影かげが横切った。斜ななめ前には、走者の背中。

　抜ぬかされた!?

　だめだ。差を広げられるわけにはいかない。

　私は足を速める。が、気持ちほどには進んでくれない。

　そんな。私のせいで負けるのなんて嫌いやだ。

　絶対に……。

「坂下ぁ！」

　我に返る。揺ゆれる視界の真ん中には、差し出された、手。

　早瀬くん！

　私は震ふるえる手で、タスキを手て渡わたした。

　早瀬くんは一いつ瞬しゆん、微笑ほほえんだように見えた。

　そして。

　彼は背を向け、前ぜん傾けい姿勢のまま砂を蹴けり上げた。
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　帰り道を、一人歩く。

　今日で体育祭は終わった。だけど私の足は、自然と公園に向かっていた。

　二人で練習した、公園。

　今日は部活がないので、あたりはまだ明るい。私はブランコ前のベンチに腰こしを下ろした。

「全部、終わったんだな」

　そう一人つぶやいてみる。思えばこの二週間は、怒ど濤とうの日々だった。

　大変だったけど、楽しかった。

　私は目線を空へと上げた。

　これで、早瀬くんとの接点は、なくなっちゃったな。

　次の種目の準備のため、私たちは競技後すぐに解散させられた。

　私は早瀬くんを探したが、気がつくともう、その場にはいなかった。

　お礼も、言えなかった。

　この公園で一人でいると、二人で練習した時のことを思い出した。

　よく考えれば、人気者の早瀬くんと二人でいた、なんて、奇き跡せきのような出来事だ。

　でもそれも、終わり。

　今日まではチームメイト。でも、明日あしたからはまた、他人に戻もどる。

　しかたがないとはわかってるけど。

　と、その時。

「坂下！」

　私は反射的に、姿勢を正した。

　公園の入り口に立つ人ひと影かげ。その主は。

「……早瀬、くん？」

　早瀬くんは鞄を担いで、しっかりとした足どりでこちらに歩いてきた。

「探したぞ、坂下」

「どういうこと？」と聞きたかったが、驚おどろきのあまり声が上手うまくでない。

「渡わたしたかった。これ」

　そう言って、制服のポケットから乱暴に取り出されたのは。

「……タスキ？」

　早瀬くんはコクリと頷うなずく。しかし、手から垂れたそれは、使ったのよりも短いように思える。

「２つにちぎった。片方やる。記念だ」

「き、記念？」

　早瀬くんは、啞あ然ぜんとする私にそれを差し出す。

「坂下から受け取れて、よかった」

　タスキが風に揺れる。早瀬くんはまっすぐ私を見つめていた。

　夢見心地のまま、おそるおそる受け取る。すると早瀬くんは、なにかを確かく認にんするかのように、強く頷いた。

「今日の勝利は、俺たちの誇ほこりだ。特に、坂下。お前の」

「で、でも私、抜かされちゃって……」

「でも、一位になれた。最初10秒台だったお前がここまでやれた。俺は、そんな坂下を尊敬する」

　早瀬くんの力強い一言一言が、私の心を揺さぶった。

　そんな、私。一人ではなにもできなくて。最初なんて早瀬くんが怖こわいから、練習してただけで。

　なのに、尊敬、だなんて。

　溢あふれる思いは言葉にならず、代わりに涙なみだとなって頰ほおをつたった。




　ありがとう。

　でもここまで頑張れたのは、早瀬くんがいたから。

　あの言葉があったから。




『俺は、お前からのタスキじゃないと受け取らないから』

　私を信じてくれた。その一言が、私を変えてくれたんだよ。

　何事も諦あきらめがちで、消極的な私を。

　私たちをつないでくれた、このタスキ。

　２つのタスキが、これからの私たちのことも、つないでくれたらいいな、なんて欲よくばりなことを思ってしまった。
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　シューズの履はき替かえはスピード勝負。

　素早く完かん了りようして、人目につかないうちに下げ駄た箱ばこにしまうのに全神経を集中。

　理由？

　女子中学生にしては大きすぎるそのサイズを知られたくないから。

　いわゆる乙おと女め心ごころ。







　まあ、大きすぎるのは足のサイズだけじゃないんだけど……

　身長は良いの！　バレー部だし！　ミドルブロッカーだし！

　部活も前半が終わり、体育館の使用時間の交代でシューズを履き替えるため出入り口へ。

　今朝のテレビの星座占うらないは最下位だった。

『最下位のあなたはごめんなさい！　でも大だい丈じよう夫ぶ！　今日のあなたのラッキーパーソンは関西弁の人！』

　ここ関東やのにどないしろっちゅうねん！

　……と心の中で関西弁風？　なツッコミを入れつつちょっと警けい戒かいしてたけど、特に何事もないし、やっぱ占いとかあてにならないよね～なんて思ったのが悪かったのか。

　脱ぬいだシューズをバッグに入れようとした瞬しゆん間かん、「ねぇねぇ！」と私より20cmくらい小さい先せん輩ぱいが背中に飛びついて来た。

　びっくりしてシューズを片方落としちゃったよ！

　しかも運悪くそれは下足場の数段しかない階段を転がり落ちていく。待って！

　先輩を無視して拾いに行くわけにもいかず振ふり返ると、某ぼうアイドルグループのメンバーならだれがいいか、なんて話。

　え？　それ出入り口で背中に飛びついて呼び止めるような話??

　そんな話をしてる間に私のシューズのサイズがバレるという危機が迫せまってるのよ！

　……なんて言えるわけもなくテキトーに答えたら、先輩は「え～？　同担拒きよ否ひ！」と言って他ほかの後こう輩はいにも同じことを聞きに走り去って行った。

　……なんだそれ!?

　いや、アイドルグループとかで、１番応おう援えんしたい（担当）メンバーが同じことを同担、同担の人とは絡からみたくないってのが同担拒否って言うってのは最近知ったけども。……拒否るんなら聞くなよ！

　ていうか、そもそもアイドルに興味はない。

　さっきはバレーボールの世界大会のスペシャルサポーターしてたアイドルだから知ってたけど……なんでいつもアイドルがサポーターしてるんだろうね？　バレー好きとか経験者なのかな？　それとも大人の事情??

　先輩が去り、気がつくと男子バレー部のうるさい同級生の男子達が出入り口に。

「うわ！　何この靴デカっ！　26cmだって！」

「マジで!?　男かよ！」

　うわ、しまった！　見られた！

「ちょっと！　返してよ！」

「うわ、ビッグフットが怒おこった～！」

　誰だれがビッグフットじゃ！

　奪うばわれたシューズを取り返そうとしていたら、あこがれのリベロの先輩もやってきた。

「先輩こいつ足のサイズ26なんすよ、背だけじゃなくて足までマジ巨きよ人じん～」

　うるさいな！　バレー選手なら普ふ通つうだよ！

　ていうか、普ふ段だんは25・５だから！　その種類のバレーボールシューズが26にしてはちょっと小さいだけだから！

　なんで先輩にまで言っちゃうのよ、後で顔面にサーブ打ってやる！

「え？　マジか、俺より足でかいじゃん」

　リベロ先輩がちょっと引いたような目で私を見上げた。

　ショック[image: ]　マジですか!?

　いや、リベロ先輩より私の方が背高いしありえなくはないけども。

「自分より靴のデカイ女とか、ないわ～」

「マジ、ビッグフット～」

　ああ、リベロ先輩まで笑ってる。

　ショック。

　女の子にそんなこと言うなよとか、こいつらのこと怒ってくれないんだ……。

　星座占い最下位、大当たりだ。

　凹へこんでたら、入れ替わりで体育館を使う男子バスケット部員たちがやってきた。

「なあなあ！　こいつの靴のサイズ26cmもあんの！　マジ男っつかビッグフットじゃね？」

　男バスにまで言いふらしやがったなこの野や郎ろう！　後頭部にもサーブ決めてやる！

　ていうか、今すぐシューズで叩たたいてその無む駄だ口ぐち止めてやる！

　と手元に残ったバレーボールシューズを振りかぶろうとしたら、男バス部員の１人と目があった。

　確か４組の転校生。

　背の高い彼がニッと笑った。

「へぇ、そうなんや。モデルサイズやな」

　ズバンッ！　とスパイクが決まった。

　……そんな錯さつ覚かくと高こう揚よう感かん。

　なにそれ。

　めっちゃ素す敵てきなんですが。

「はぁ？　モデルサイズ？」

「そう。背の高いモデルさんが履くようなサイズやからモデルサイズ。んで小さいのはシンデレラサイズって最近は言うらしいで」

　楽しそうにしゃべる背の高い転校生に、じゃっかん見上げるように男バレ同級生が突つっかかる。

　彼も同学年の中じゃ高身長（私の方が高いけど）なほうなんだけど、転校生くんのほうが大きい。階段差があるからよくわかんないけど、私より背が高いかも。

「は？　そんなん聞いたことねーし。カッコつけすぎじゃね？　ビッグフットサイズでいいじゃん」

「つーか、こんなデカイ靴履ける女子なんて他に誰もいないんじゃね？」

　どんだけビッグフット推おしだよ！

　全国のモデルサイズ女子を敵に回したよ！

　それに、大は小を兼かねるからたいていの女子はそのサイズでも履けるわよ！

　私が再びムカッとしてたら、転校生くんがにやりと笑った。

「自分ら、可愛かわいい子に意地悪言うて気ぃ引こうとすんの、小学生みたいやで？」

　えっ？　可愛い子って私のこと??

　そ、そんなんじゃねーし！　とか言って、男バレ同級生が私のシューズをポイッと放ほうり出す。

「サイズが合わなくて誰も履はかれへん靴とか、それこそガラスの靴みたいやん。……まあ、靴のサイズが他の人と違ちがうのも、可愛いから意地悪されるのも」

　放り出された私のシューズを拾うと、転校生くんは芝しば居いがかった仕種で王子様がお姫ひめ様にするように片かた膝ひざをついた。




「ある意味シンデレラやな？」




　シューズを差し出し、いたずらっぽい笑え顔がおでおどけるような彼のウインクが。

　私のハートにサービスエース。

　ズドン！　と決まったサービスエースは、手も足も出ないノータッチエース。

『今日のあなたのラッキーパーソンは関西弁の人！』

　星座占うらない、大当たり。
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「俺、噓うそつくの苦手やねん。なんか噓つくとき、毎回首のうしろ触さわってしまうらしい」

　放課後、２人きりの教室。

　同じ中学の人がいないから知ってるのはお前だけ、誰にも言うなよ、と言い、くしゃっと笑う顔はなんだか可愛かわいらしい。

　日直の仕事でたまたま一いつ緒しよになっただけなのに、思いがけず知った２人だけの秘密。







　あの日から、なんとなく彼を目で追ってしまう。

　男子とも女子とも仲が良く、教室の真ん中でいつも笑っている彼。

「じゃあ、神かん崎ざきとかは？」

　突とつ然ぜん聞こえた私の名前。

　彼のグループの誰だれかが発したようだ。




「全然、好きじゃねーし」




　はっきり答える彼。その右手は首のうしろにある。

　ホントは傷つくことを言われたはずなのに、なぜか頰ほおが赤く染まる。

　誰も知らない、私だけにわかる彼のキモチ。

　いつか直接、伝えてほしい。噓うそ偽いつわりない本当の言葉で。







[image: 無口な中野くんに恋しました　　小鳥遊絢香]




「日ひ南な子こ、おはよう」

「おはよう」

　文化祭を目前に控ひかえ、どこか浮うき足立った教室に、朝の挨あい拶さつが飛びかう。

　私、高たか橋はし日南子もその中の一人だ。

　高校一年の秋。

　高校生になって、初めての文化祭をいかに楽しむか。

　みんな、そんなことばかりが頭の中を占しめている。

　廊ろう下か側の後ろから二番目にある自分の席に着き、教科書なんかを机にしまっていると、一人静かに入ってきた男子に気づいた。

　中なか野の大ひろ翔とくん。

　物静かで一人でいることが多い彼は、今、私が気になっている人だ。

　近くにいた男子に声をかけられても短く返事をしただけで、すぐに窓まど際ぎわの一番後ろの席に座ってしまう。

　そわそわした空気の中、中野くんだけが淡たん々たんとした空気をまとって浮ういていた。

　でも、彼はそれを気にした様子もなくマイペースに過ごしているし、クラスメイトの間でもそれが定着している。

　ほら、今だって、頰ほお杖づえをついて、窓の外に視線を向けてしまった。

　秋特有の高い青空にひつじ雲が連なり、校庭の端はしのほうにある木々は少しずつ色づきはじめている。

　中野くんはそんな景色を見て、何を感じ、何を考えているのだろう。

「日南子、また中野くん見てる」

　奈な々なに声をかけられて、我に返って正面に向き直る。

　前の席に座っていた奈々が、ニヤニヤした顔でむふっと笑った。

　奈々は残念な笑いかたをしても、かわいらしくて、少し、ううん、本当はすごくうらやましい。

　私だって、奈々みたいに背が低くてふわふわした雰ふん囲い気きを持つ、かわいい女の子になりたかった。

　周りの女の子よりも背が高くて、バレーボールをやっているから筋肉だってそれなりについている。

　ふわふわなんてしていたらボールに吹ふき飛ばされてしまうから、しかたないとはわかっていても、憧あこがれるくらい許してほしい。

　私よりも背が低い男の子もいる中、中野くんは私よりも背が高い。

　それがどれだけ嬉うれしいか、きっと他ほかの女の子にはわからないだろう。

　当然、中野くんだって、そんな私のささやかな乙おと女め心ごころなんて気づいていないにちがいない。

「どうして、あんな奴やつがいいの？」

　ようやくにやけた顔を封ふう印いんした奈々が、ぼんやりしていた私の顔を覗のぞきこんできた。

「……優やさしいから」

「どこが」

「えっと、さりげなく？」

「優しいっていう言葉と中野くん、全然結びつかないんだけど」

「本当は優しいんだよ」

「ふうん」

　まったく納なつ得とくしていない様子の奈々は、チャイムと同時に入ってきた担任に気づいて、前を向いた。

　いいんだ。

　彼が優しいことを知っているのは私だけで。

　長い前まえ髪がみをうっとうしそうに搔かきあげた瞬しゆん間かんに見える目が大きくて綺き麗れいだということも、私だけの秘密にしておきたい。

　どうして、そんなことを思うんだろう。

　私が彼を気になりはじめたのは、入学して間もない頃ころにあった出来事がきっかけだった。




　　　　＊




　体育の後、体育館の裏にある体育倉庫にボールを片づけに行った時、私は段差に気づかずにつまずいて転んでしまった。

「いったぁ」

　目の前を弾はずみながら転がっていくボールを視界に入れながらも、膝ひざと足首の痛みに顔がゆがむ。

　痛みのせいでぎこちない動きになってしまったが、なんとか座りなおしてハーフパンツから出ている膝を見ると、ばっちり擦すりむき、思ったよりも血が出ていることに驚おどろいた。

　見てしまったことで痛みが強くなり、捻ひねったらしい左足首までドクンドクンと脈打つような痛みに変わっていく。

　保健室に行ったほうがいいことはわかるが、少しでも動くと、ビリッと裂さけるような痛みが走って、なかなか動くことができない。

　そんな時、後ろから足音が近づいてくるとボールを集めて運びはじめ、気づいた時には、その人は私の前にしゃがみこんでいた。

「……中野くん」

　ジャージなんてダサくて誰が着ても同じはずなのに、彼は手足が長いからか、どことなく決まっていてモデルのように見える。

　でも、顔を見ると長めの前髪が目にかかり、覇は気きのない表情と合わさって暗い感じだ。

　正直、クラスでも目立たない彼のことを、この時まであまり気にしたことはなかった。

　同じクラスになって、まだ一度も話したこともないのに、どうして今、目の前にいるんだろう。

　痛みでぼんやりした頭で考えていると、なにも言わずに私の手を取って、優しい力で砂を払はらいはじめた。

　傷には触ふれないように、慎しん重ちように。

　手が綺麗になったら、次は足のほうを。

　なにも言わずに黙もく々もくと払っていくのを、私は茫ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　何事にも無関心なんだろうな、という印象があったから、この行動が普ふ段だんの彼とはちぐはぐな感じがする。

「歩ける？」

　手を止めた中野くんがふいに聞いてきたため、すぐには意味がわからなかったが、我に返って、慌あわてて首を横に振ふっていた。

　そうしてから、しまった、と後こう悔かいした。

　歩けないなんて言ったら、甘えようとしているみたいで笑われてしまう。

　こんなに大きな女が甘えてもかわいくないということは、とっくに言われ慣れているというのに。

「いや、あの大だい丈じよう夫ぶ！　少し座ってれば、ちゃんと自分で、え、なに……？」

　必死に否定しようとしたにもかかわらず、彼はそれが聞こえていないかのように、私に背中を向けてしゃがみ直した。

「乗って」

「え、ええ!?　ダメ、重いから！　それに中野くんに迷めい惑わくはかけられないし」

「待たされるほうが迷惑。だから、早く乗って」

　ちらりと振り向いて、それだけ言うと、すぐにまた前を向いてしまった。

　かなり迷ったものの、思いきってその背中に乗ってみる。

　立ち上がれなかったらどうしよう。

　でかいとか、重いって言われたらどうしよう。

　そう不安に思っていたのに、中野くんはなにも言わず、危なげなく立ち上がって、私を保健室まで運んでくれた。

　印象よりずっと広い背中、手を置いた肩かたも意外と筋肉があって、初めて中野くんが男の子であることを意識してしまった。

　背が高い私よりもさらに視点は上にあって、それもやけにドキドキした。

　その日から、気づけば彼を目で追っていて、ぼんやりしていて素っ気ない人かと思っていた印象は、次第に変わっていった。

　誰だれも気づいていないゴミを無言で拾ってゴミ箱に捨てたり、前の席の子が落とした消しゴムをそっと拾って机に戻もどしてあげていたり。

　でも中野くんはいろんなさりげない気配りをするけれど、まるで目立たないように意識して行動しているみたいだった。

　だから、だれも彼の優しさを知らないままなのだ。

　そうして見ているうちに、私も気づいた時にはこっそりと、中野くんがやっていることを真ま似ねするようになっていた。

　そう行動するたび彼と目が合うようになったのは、気のせいじゃないと思いたい。

　でも必要以上にお互たがい話しかけることはなくて、仲良くなる方法がわからないでいる。




　　　　＊




　そんなもどかしい毎日を送っていた、ある日。

　朝、教室に入ると、やけに騒さわがしかった。

「どうしたの？」

　自分の席に座りながら、前の席の奈々に声をかける。

「なんか、倉くら田たさんが佐さ々さ木きくんのこと、好きなんだって。でも、倉田さんっておとなしいから、ムードメーカー的な佐々木くんは釣つり合わないって、あいつらがちょっかい出してるの」

　黒板の前でクスクスと笑いながら、楽しそうにからかうクラスでも派手なグループの女の子たちに、倉田さんはなにか言い返せるはずもなく、ただ俯うつむいて耐たえている。

「助けてあげたい、けど……」

　どうしてもこういう時、前に出るのは怖こわい。

　次は自分がなにか言われるんじゃないかって。

　クラスのだれもが口を出せず、倉田さんをからかう言葉と笑い声だけが教室に響ひびいていた中、突とつ然ぜん、ガタンと大きな音がして、全員がいっせいにそちらに視線をやった。

　窓まど際ぎわの一番後ろの席。

　中野くんが、わざと大きな音を立てて、立ち上がったらしい。

　中野くんも大人しいほうに分類されるから、みんな、その行動に驚いている。

　注目された中野くんは、ぐるっと教室を見回し、最後に私で視線を止めた。

　その目は離はなれていてもわかるほど、まっすぐで力強くて、いつものぼんやりした目はどこにもない。

　視線の先に自分がいる理由がわからないけど、こんなにもしっかりと目が合ったのは初めてで、ドキドキと胸が高鳴って、痛いくらいだ。

「高橋日南子！」

「は、はい！」

　初めて聞く中野くんの大きな声は、凜りんとしていて、教室によく響いた。

　まさか自分の名前が呼ばれるとは思っていなくて、思わず反射的に大きな声で返事をして、立ち上がっていた。

　続いた言葉は、にわかには信じられないものだった。




「俺は高橋のことが好きだ。すげぇ好き。だから、俺の彼女になって」




「えっ、あの、は、はい！」

「ありがとう」

　あまりに真しん剣けんで力強い言葉に、気になっていただけだと思っていた私は、ストンと中野くんに落とされ、素直に返事をしていた。

　私の返事を聞いた彼は、クッと口角を上げて、目め尻じりを下げて、それはもう嬉うれしそうに笑った。

　初めて見た笑顔に私の心臓は撃うち抜ぬかれて、クラクラする。きっと顔どころか、身体中が真っ赤になっていると思う。

「おとなしい俺が、明るくて元気いっぱいな高橋を好きでいることは悪いこと？　人を好きになるなんて、奇き跡せきなんだよ。そんな純じゆん粋すいな気持ちに、他人が口を出していいものじゃない。俺は振られても、高橋をずっと好きでいると思う。そのくらい、強い想おもいだから」

　中野くんが一息に言った真しん摯しな言葉は、そこにいた全員の心に刺ささったと思う。

　もちろん私の胸の深く、奥底にも刺さった。

　シンと静まりかえって、動きを止めていた教室内だったが、中野くんが佐々木くんのところまで行ったことで、少し時間が動きはじめる。

　彼は佐々木くんの腕うでを引っぱり、倉田さんたちのところまで連れて行った。

「佐々木、ちゃんと二人で話してこい」

　そう言って、ポンと背中を押されて、倉田さんの前に出された佐々木くんは一いつ瞬しゆんためらったものの、すぐに倉田さんの手を取って、教室を出て行った。

　硬こう直ちよくしていた女の子たちもあわてて出て行き、教室内はピリピリした空気からソワソワした空気に変わっている。

「高橋、ごめん。恥はずかしい思いさせたな」

　いつの間にか、中野くんは私の前に立って、こちらを見下ろしていた。

　いつもは前まえ髪がみに隠かくされている目が、しっかりと開いていて、くっきりした二ふた重えであることがわかった。

　でも、ちょっとバツが悪そうに眉まゆ尻じりを下げている。

　さっきまで毅き然ぜんと話していたのに、その凜とした雰ふん囲い気きが、今は随ずい分ぶん丸くなっていた。

「恥ずかしいけど……でも、嬉しかった」

　倉田さんを助けるために、あんなにも堂々と話していた姿は、見とれるくらいかっこよかった。

　目の前にいる中野くんが少し申し訳なさそうにしていても、もうそのかっこよさは損そこなわれない。

「良かった。あんな告白になっちゃったけど……大事にするから」

「う、うん……私も、中野くんのこと、大事に、する」

　バクバクとうるさい心臓の音を消してしまいたい。

　嬉しくて、信じられなくて、夢みたい。

　そう思っていると、ポンと頭に大きな手が乗った。

「日南子」

「はい、えっ、ひな」

「日南子の優しいところが、好きだよ。これからはクラスメイトじゃなくて、彼氏としてよろしくな」

「はい！……大翔くん、こちらこそ、よろしくお願いします」

「そういう素直なところも、かわいい」

　そう言って、大翔くんは私の頭を何度か撫なでて、一いつ緒しよに帰る約束をすると自分の席に戻もどっていった。

　こうして、あんなにおとなしかった彼は、あいかわらず無口だけど、優やさしくて男らしくて、頼たよれる彼氏になった。
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「おはよう、深ふか沢ざわくん」

「おはよう、佐さ々さ木きさん」




　私は、となりの席の深沢くんが、苦手だ。

　女の私よりサラサラとしてそうな黒くろ髪かみに、他ほかの男子たちにくらべて物静かで大人しい言動、顔立ちだって自分で言うのも悔くやしいけど女の私よりずっと綺き麗れい。まあ、はっきり言って女子ウケしそうな人。

　けれど問題が一つ。その深沢くん本人が、とにかく無口なのだ。人見知りなのか、会話は本当に必要最低限で、となりの席の私とすら挨あい拶さつするくらい。だから今言った「おはよう」と、帰りの「また明日あした」くらいしか会話がないのだ。

　それでも顔はいいから隠れファンみたいな人がいるみたいだけど、私はまったくその気持ちがわからない。だって毎日毎日となりで授業を受けているというのに会話がほとんどないなんて、そんなの気まずすぎる。むしろそのファンの人に席を替かわってほしいくらい。

　女子はもちろん、男子とも話しているところをほとんど見ない。話しかけられれば返事はしてるみたいだけど、それもやっぱり必要最低限。

　そんな深沢くんは、休み時間になるとよく本を読んでいる。

　紺こん色いろのブックカバーがしてあるので、どんな本を読んでいるのかはわからない。謎なぞだらけの深沢くんがなにを読んでいるのか、少し気になった私は自分の席で膝ひざの上に鞄かばんを置いて授業の用意をしながら、ちらっと本の中身を盗ぬすみ見る。

（えっ）

　思わず声に出しそうになったのをあわてて手を口元に当てて隠す。だって、それくらい驚おどろいたのだ。

　あの深沢くんが、少女漫まん画がを読んでいるなんて。

　一瞬しか見えなかったからはっきりとは言えないけど、あの可愛かわいらしい絵え柄がらは少女漫画にしか見えなくて。

　私も漫画は大好きだし、少女漫画が好きな男の子に偏へん見けんとかはないけど、どうしても深沢くんがそれを読んでいる姿は意外で、違い和わ感かんが強かった。

　けれど数日後、読んでいる本のブックカバーが違ちがうことに気づいて、なにを読んでいるんだろうとまた盗み見る。今度はなにやら台詞せりふの少なそうな難しそうな小説を読んでいた。純文学かな？　普ふ段だん小説はラノベしか読まない私はその難しそうな雰囲気に早々に目を逸そらした。

　摑つかみどころがない。私が深沢くんを苦手な一番の理由は、こういうところかもしれない。







（──げ）

　心の中でそう漏もらしたのは、掃そう除じの時間のとき。今週は私と深沢くんを含ふくむ四人が階段の掃除当番なんだけど、一人は先生に呼び出されて職員室。もう一人はインフルエンザで欠席。よって職員室に行ってる子が戻ってくるまで、この場には私と深沢くんの二人だけ。

　普段だって会話がほぼないというのに二人きりだなんて、気まずさ倍増じゃんか。

「ふ、二人しかいないけど、頑がん張ばろうね！」

「ああ、うん」

　とりあえず掃除を始める前にそう声をかけたものの、やっぱり深沢くんの反応はこんな感じ。この気まずい空気の中に長くいたくなくて、さっさと掃除を終わらせてしまおうと一人意気込む。

　上の段から順に箒ほうきをかけて、踊おどり場の床ゆかまで来たところで、深沢くんのことがふと気になった。となりで踊り場の窓掃除をしている深沢くんを見ると、深沢くんは真ま面じ目めにやっているのかと思えば、窓になにやら指で落書きをしていて。

　生活態度が真面目な深沢くんでも窓に落書きなんてするんだ、なんて思ってなにを書いたのかと視線をそのまま横にずらすと、一いつ瞬しゆん頭が追いつかなくて固まる。




　窓には曇くもってぼやけた私と、その私の上にたった一言、『すき』の二文字。




「え」

「……っ」

　ぼんやりと窓を見ていた深沢くんは私の声で初めて私がそれを見ていることに気づき、あわてたように振ふり向く。今まであんまり表情を変えることのなかった深沢くんが見せた、初めての、焦あせった顔。

　いつもはなにを考えているのかまったく読めない彼の表情からは、「やばい！」という感情がひしひしと伝わってくる。

「えっと、あの、それ」

「あっ、えっ、と。これはっ、……ごめんっ、見なかったことにして！」

「うん、無理」

「……っ」

　さっきから深沢くんの顔色は青くなったり赤くなったり、とにかくころころ変わる。おまけに声のボリュームもいつもより大きい。これが本当にあの深沢くんなのかと、目の前の彼を疑ってしまうくらいには、その姿は衝しよう撃げき的だった。

「その、ごめん。窓に映る佐々木さん見てたら、つい」

「えっと、深沢くんは、その、私のこと？」

「……すきです」

　俯うつむきながらそう言葉にする深沢くんに、自分で言うのは恥はずかしいがこれだけははっきりさせておきたくて問うと、ますます赤くなりながら目をきょろきょろと泳がせて、やがて観念したようにそう目を閉じて答えた。

　面と向かって誰だれかに好きだと言われたことのない私は、苦手なはずの人に好きだと言われたというのに、同じように赤くなってしまう。

「で、でも深沢くん、今までそんな素そ振ぶり一つもなかったじゃん！　となりなのに全然話しかけてこないしっ」

「となりだからだよ！　好きな人がすぐそばにいると思うと、なにを話していいかわからなくなるんだ。だから、いつも少女漫画読んで話すきっかけになるようなヒントがないかと、勉強してるんだけど……」

「あ。それで少女漫画読んでたの？」

「え？」

「あっ、ううんっ」

　どうして私なのかわからなくてそう訊きくと、深沢くんが思いのほか大きな声で、勢いよく顔を上げて言うものだから思いっきり目が合って、少し照れる。けどその言葉で少女漫画を読んでいた理由がわかって納得していると、案の定「なんで知ってるんだ？」というような顔をされて、どうにか笑ってごまかす。

「俺、見てわかるように人見知りだし、口下手だから、クラスでも友達が作れなくてずっと一人だったけど。でも、二年になってクラス替がえで佐々木さんと初めて会ったとき、佐々木さん、笑って『よろしく』って言ってくれたんだ。誰かに笑いかけられるとかほとんどない俺には、なんか、もう、その笑え顔がおが眩まぶしくて、それで……」

　相変わらず目を左右に泳がせながら紡つむがれた深沢くんの気持ち。聞いてるこっちが恥ずかしくなるようなその話に、思わず心の中で「それは本当に私のこと？　美化しすぎじゃない？」とツッコみたくなった。




　初めて深沢くんと会った日。確かに私はそう言って挨あい拶さつした。それは覚えてる。

　けど、私にとってはそんなのただの挨拶でしかなくて、しかもそれから今まで挨拶以外のまともな会話らしい会話はしたことない。今日が今までで一番話してるくらいだ。

　それに私は、深沢くんに苦手意識を持ってる。深沢くんのことをよく知りもしないで勝手に苦手だなんて決めつけてる私が、そんなふうに好意を持ってもらっていいのかな？

　罪悪感を覚えている私に気づかないまま、深沢くんは続ける。




「でも、いくら少女漫画で勉強しても、なにもわからなかった。男がかっこいいこと言って女の子が喜んでるシーンもいくつも見た。でも駄だ目めなんだ。だってそんなの、漫画の女の子が言われて嬉うれしい言葉であって、佐々木さんが喜ぶ言葉じゃないから」

　はっとして目の前の深沢くんを見ると、深沢くんは少し眉まゆを下げて、自信がなさそうに、けれどはっきりとした声で言う。

「だから佐々木さんが嬉しいって思うこと、教えてほしい。佐々木さんが好きなもの、食べ物とか飲み物とか、テレビとか音楽とか、なんでもいい。どんな些さ細さいなことでも、佐々木さんのことが知りたいんだ！」

「深沢、くん」




　こんなことを男の子に言われて、ときめかない女の子なんているのだろうか。他ほかの子と同じじゃなくて、〝私〟のことを知りたいと思ってもらえるだなんて、とても嬉しいことじゃないのかな。

　ねえ、深沢くん。気づいてる？　あなたは今まさに、私が喜ぶことを言ってくれたんだよ？

　それなのに深沢くんは今もまだ同じように不安そうな目で私を見てる。どうしてそんな不安そうな顔をするの？　私の反応が怖こわいの？




「深沢くん」

　私が名前を呼ぶと、深沢くんはびくりと肩かたを跳はねさせた。

「深沢くん、あのね。今深沢くんが言ってくれたこと、私、全部嬉しかったよ？」

「……え？」

「そんなふうに思ってもらってたことも、私のことを知りたいって言ってくれたことも、全部。だから私が嬉しいこと、教えてあげる」

「な、なに？」

「私にも、深沢くんのことを教えてください」

「え？」

「それが、私が今されて嬉しいこと、かな」

　深沢くんは一瞬きょとんとした顔をして、みるみる頰ほおから顔全体に赤が広がっていく。きっと私も今、同じ色をしてるんだろうな。

「えっ、と。その、佐々木さんのことが、すきです」

「そっ、それはもう聞いたからっ！」

「えっ！　あっ！　ご、ごめんっ。えっと、あー、えー」

　お互たがい顔を真っ赤にしてわたわたしながら話してるのが、なんだかちょっと面おも白しろい。




　私も、深沢くんのこと、もっと知りたいです。
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　部活終わりの放課後──。

　あたしは、教室に向かっていた。

　金曜にジャージ持ち帰んの忘れるなんてね～♪　と鼻歌でも歌わんばかりに廊ろう下かを悠ゆう々ゆうと歩き、いざ我がクラス１‐Ｃの教室をひょこっと覗のぞきこむ。

　すると、誰もいないと思っていた教室に人の影かげがあり、思わず二の足を踏ふんでしまった。




　──大おお羽ばくんだ。

　大羽涼りよう真まくん。

「なんて涼すずしげなお名前」で有名な子（あたしの中で）。

　たしか美術部の子で、中学校の時に描かいた絵が市の展覧会で表ひよう彰しようされたことがあるとか、なんとか。

　淡あわい風景画を背負ってるような──ちょっと陰かげがあって儚はかなげな雰ふん囲い気きをかもし出してはいるんだけど、どこかぽやーんとしてる不思議系の男の子。

　だけど礼れい儀ぎ正ただしくて人当たりも良くて、そこがまた女子にウケてたりするんだよね。

　そのぽやんぽやんした雰囲気が、まるで綺き麗れいなクラゲみたいだなと思ったことがある。




　大羽くんは、たった一人で夕陽が差しこむ窓まど際ぎわの席に座り、手元のなにかを見つめて思いつめたように思案しているようだった。

　話しかけるのもはばかられるような空気を感じて、あたしはこそこそっと教室のうしろのドアから入り、『緒お川がわみお子こ』という自分のネームプレートのあるロッカーからジャージの入ったショッピング袋ぶくろをさっと取り出した。

　もう一度大羽くんを見ると──頰ほお杖づえをつくような仕草で、耳にタオルみたいな物を押し当てながらため息をついていた。

　──ホントなにしてんだろ……。

　ケガでもしたのかな。

「……大羽くん？　どぉしたの？」

　たまらず声をかけると、端たん整せいな顔立ちがこちらをパッと振ふり向いた。

「──緒川さん。緒川さんこそ、どうしたの？」

　夕陽の光さえも瞳ひとみの中に取りこんで我が物にしたような大羽くんの瞳。

　そんなぱちくりとした綺麗なお瞳め々めに、あたしは「おっと」とたじろいだ。

「えっとアレ。ジャージ、忘れて」

　平静を装って簡潔に答えると、大羽くんは「そうなんだ」と軽く吹ふき出し、もう一度手元に視線を落とした。

「緒川さん、部活終わり？　バスケ部だっけ？」

「あー、うん、バスケ部……」

　答えながらも、あたしはぼんやりと大羽くんの手元を見ていた。

「……ねぇ、なにそれ？」




　近づいて大羽くんの机を覗き込むと──。

　そこには、安全ピンとタオルで巻かれたベルトタイプの冷れい却きやく剤ざい（粘ねん着ちやくテープのついた、おでこに巻いたりして冷やすお手軽サイズのヤツだ。保健室で見たことがある）。

　そして、プラスチック容器に入ったままのアクセサリーのような物と、折りたたみ式の鏡が開いて置いてあるのが見えた。

　──安全ピン、冷却剤、鏡、アクセサリー。

　この一式って、もしかして──。




「……ピアス、開けようと思って……」

「は？」

　ぽそりと恥はずかしそうに答える大羽くんに、あたしはやっぱりと思いながらも間かん髪はつを容いれずに叫さけんでしまった。

「え、ここで？」

「うん」

　大羽くんはこくんと無表情で頷うなずいた。

　どうやら、冷却剤で耳たぶを冷やして準備をしていたようだ。

　──っていうか、大羽くんがピアスなんて……意外。

「安ピンでやるの？　つかなんで教室なんかで？」

　普ふ通つう、家とかでやらない？　という疑問を露ろ骨こつに顔に出しながら質問を浴びせると、大羽くんはぽつりぽつりと事情を説明しはじめた。

　──ピアスを開けて新しい自分になってみたいと思ったこと（ずいぶん大げさだな）。

　前から開けようと思ってたけど、勇気がなくてなかなかできなかったこと。

　だったらウダウダ考えずに、思い立った瞬しゆん間かんに実行するのが一番いいと思ったこと──。

「……なるほど」

　あたしは頷いた。

　その思い立った瞬間っていうのが〝今〟ってわけね……。

　──なんつーか……繊せん細さいさとワイルドさが同居した、不思議な発想だな。

「…………」

　あたしは少し考えた後──あることを思い立って、小さく息をついた。

「ちょっと、待ってて」

　そう言って、ジャージの入った袋を適当な机に置き、肩かたにかけたスクールバッグをガサゴソと探さぐる。

　バッグの中から取り出したのは──まだプラスチックの包装も解いていない状態の、ピアッサーだった。

　それを、大羽くんの机にそっと置く。

　手のひらサイズの白い器具を見やった後にきょとんとした顔を上げる大羽くんに、あたしは説明した。

「……ピアッサー。中学の時にノリでさ、友だちと買ったの。ドラッグストアで。──あたしもね、勇気なくて開けられなかった一人なんだ。それあげるから、安ピンはやめといたら？」

　ニードルならともかく、安全ピンはもともとピアスを開ける道具じゃないから不衛生だし、痛い目見たって話、けっこう聞くよ──。

　そう付け足すと、大羽くんは「痛い目」を想像したのか、眉まゆをひそめてあたしを見た。

　ちなみに、あたしがピアッサーを持ち歩いていたのは、お守りというか戒いましめというか。

　周りにピアスの子が増えていく中で、ピアスを開けるのが怖こわくてできなかったのはやっぱりコンプレックスでもあって──（まぁ運動系の部活やってるからっていう言いわけもあったんだけど）。

　大羽くんが言ったみたいに、思い立った時にいつでも開けられるという強がり、それと「ピアス穴は無いけどピアッサーは持ってるもんね」という完全意味不明な強気の姿勢がこめられているのかもしれない。

　いつでもやってやんぜコノヤロー、みたいな。

　……まぁ……。

　バッグの中で完全放置されてる今となっては、そんな意味合いも気合いもどこへやら、なんだけど……。

「そっか……。でも、いいの？」

　大羽くんが、あたしを見上げたまま窺うかがうように尋たずねる。

「いいよいいよ。もう使わないし。ほぼ新品だから」

　あたしはなかば投げやりに答えた。

「あ……ありがと」

　ピアッサーを手に取ってマジマジと見つめ、小さくお礼を言う大羽くんの喉のどから、ひゅんと息を飲みこむ音が聞こえた。

「じゃ、やってみる」

　目の色に決意を表しながら、大羽くんはピアッサーの包装を剝はぎ、いそいそと説明書に目を通した。

　ぶつぶつと文面を熟読するあたり、やっぱり真ま面じ目めだ。

「あ、やっぱり冷やすのは正解だったんだ」

「うん、感覚なくなるまで冷やすといいって言うよね。……でも、後からじわじわくるかもしれないよ」

「痛みが？」

「痛みが」

「え、いやだこわい」

　そんな会話をしながら、クスクスと笑いあう。

　それから、あたしに「こんな感じでいいのかな」とか聞きながら、大羽くんは慎しん重ちようにピアッサーを耳にセットした。

「あ、待って待って。マーキングしたほうがいいよ」

「マーキング？」

「穴開けるとこに印つけんの。──ちょっと待っててね……」

　あたしはもう一度バッグの中を探し、化け粧しようポーチを取り出した。

　さらにその中から取り出したのは、ペンシルタイプのアイライナー。

「ほい、これで。印つけたら、そこに耳たぶを挟はさむようにあてがって──」

　──と渡わたそうとして、ハッと気づく。

「あっ……て、人の使ってるアイライナーなんて嫌いやか。嫌だよね。えへっ。だったら普通のペンとか……」

「えっ？　ううん、そんなことないよ。むしろ緒川さんのほうこそ……。借りちゃっていいの？」

「うん、どうぞどうぞ」

「あ……ありがと、なにからなにまで……。借りる、ね」

　お互たがいにわたわたしちゃったけど、大羽くんはあたしのアイライナーを受け取った。

「てゆーか、緒川さん詳くわしいね。さすが女子って感じ」

「えっ？」

　──さすが、女子？

　女子？　あたしが？

　まぁ、確かに女子なんだけど……。

　別に男の子っぽくふるまってるわけでもないし、ガサツ寄りなわけでもないけど……。

　でも、そんなふうに言われるのって、初めてだ。

　……なんか、嬉うれしい。

「く……詳しいのは、多分、動画見まくったからだと思う」

「ピアスの開け方の？」

「うん。でも、見まくったせいでかえって怖くなって開けられなくなっちゃうっていうね」

「ははは、なんかわかる」

　優しく笑いながら、大羽くんはアイライナーのキャップを外した。

「……大羽くんは、怖くない？」

「……怖いよ。ちょっとだけね。だからちょっと、心臓ひゅってなってる」

　心臓ひゅってって。

　言い方がおもしろくて、思わず笑う。

　大羽くんは鏡を見ながら、左右の耳たぶにアイライナーで印をつけた。

　そしてようやく、ピアッサーをあてがう。

「これで、大だい丈じよう夫ぶかな」

「うん、大丈夫だと思う」

　あたしはそれを見届ける体ていで、固かた唾ずを吞のんでいた。

　──だって、人がピアスを開ける瞬しゆん間かんなんて、めったにお目にかかれないし……。

　どんなもんなのかと、ついワクワクしてしまっている自分がいた。

「……」

「……」

　しかし、耳にセットしたまま、大羽くんは固まってしまった。

「……ごめん。緒川さんやってくれる？」

「へ？」

　止めていた息を吐はき出すようにして沈ちん黙もくを破った大羽くんが、突とつ然ぜん懇こん願がんしてきた。

「ひと思いにバチーンと」

「えええ？　あたしが？」

「うん」

「バチーンと？」

「ひと思いに」

「うええええ」

「お願い」

「えええ、でも」

「お願い」

　子犬のような目でピアッサーを差し出す大羽くんの頼たのみを──。

「──……。わかった。いいよ」

　あたしは断ることができず、観念するようにきくことになった。

「ホントに、いいの……？」

「うん、いいよ」

　ピアッサーをバトンタッチされ、大羽くんの右の耳たぶにあてがう。

　男子との、予期せぬ接近──部活終わりに汗あせ拭ふきシートで体を拭いておいてよかったと、頭の片かた隅すみで思う。

「……じゃ、いきます」

「……いっちゃってください」

　身構える大羽くん。

　巻きこまれた形で、それを執しつ行こうするあたし。

　張りつめた空気の中──。

「…………ッ！」

　あたしは、引き金を引いた。

　大羽くんの耳元からガチッという音が聞こえ、あたしの手にもバネが跳はね返るたしかな感かん触しよくがあった。

「くおー、ばいんばいんする」

（ばいんばいんって……）

　きつく目を閉じて幼児みたいな擬ぎ音おん表現で感触を口にする大羽くんが、幼いた気いけに見えてしかたなかった。

「大丈夫？　痛い？」

　つい子どもをあやすような口くち振ぶりで尋たずねると、大羽くんはやせ我が慢まんしてるような勝ち誇ほこったような顔をして「平気」と頷うなずいた。

「ちょっとじんじんするけど」

　そう答える、大羽くんの右耳たぶの下のほう。

　そこにはたしかに、シルバーボールのファーストピアスがあった。

「もう片方は、自分でやってみる」

　そう言って手を伸のばす大羽くんにピアッサーを明け渡すと、大羽くんは鏡を見ながら左耳にもバチンと勇ましく〝発はつ砲ぽう〟した。

　間かん髪はつを容いれずにやってのける大羽くんに、あたしは思わず「おおっ」と歓かん声せいをあげて拍はく手しゆした。

「えへへ」

「え、えへへへ」

　照れ笑いする大羽くんに、あたしもつられて笑った。

　微笑ほほえみ合うと、お互いに小さな達成感に包まれているのを感じた。

　それは、ピアスホール程ほどにささいなものかもしれないけど──。

「……案外、大丈夫だった。緒川さん、ありがと」

「う、うん……。どういたしまして……」

　あっさりと、でも清々したとでもいうような表情で、大羽くんは鏡を見てその成果を確かく認にんした。

　あたしも後ろから、その痕こん跡せきを覗のぞきこむ。

「……うわ、すごーい……」

　穴が、開いた。

　大羽くんの耳たぶに。

　口元を押さえて、思わず感かん嘆たんしてしまう。

「うまく、いったかな」

「うん、綺き麗れいにハマったと思う」

　大羽くんが自分の耳たぶを指先で触さわり、あたしに見せる。

　両方の耳たぶをしっかりと貫つらぬいているファーストピアス。

　自分で──しかも衝しよう動どう的にはじめてつけたにしては、上出来だと思う。

　ファーストピアスが馴な染じんだら、やがてセカンドピアス、それから自分の好きなデザインのピアス──というふうに、変へん遷せんをたどるのだろう。

　大羽くんのその繊せん細さいな指先から、それは耳に淡たん々たんとアートされていく。

　きっと、そんな感じ。

「……ちょ、触ってもい？」

　あたしの中で、猫ねこの肉球に触りたいと思うときのような妙みような好こう奇き心しんが疼うずいた。

「うん」

　大羽くんはそれを少しも嫌いやがらずに、あたしに右耳を差し出してくれた。

　小さく脈動する生まれたての小動物を愛あい撫ぶするかのように──指先でそっと耳たぶに触ふれてみる。

　もちろん、不安定なピアス自身には触らない。

　開いたばかりの穴に触れるとバイ菌きんが入るかもしれないし。

「──……」

　……すごく、不思議。

　胸がドキドキする。

　なんて繊細で、いじらしいんだろう。

「すごい、ちゃんとハマってる……。耳に、穴開いたんだね」

　率そつ直ちよくな感想を口にすると、大羽くんも「うん」と答えた。

「ちょっとくすぐったい」

「ふふ」

　笑いながらちょっぴり身をよじる大羽くんの小さな抵てい抗こうを、あたしはすぐに受け入れられずにいた。

　──もう少しだけ触れていたい。

　ピアスそのものよりも、大羽くんの耳たぶのなめらかさとぷにぷに感にフェティシズムが刺し激げきされ、胸がきゅうう、とときめいてしまったのだ。

　──でも、これ以上触ってたら、なんか、ヤバイかも。

　そう思い、あたしは大羽くんの耳たぶからそっと指を離はなした。

「ありがとね、緒川さん。緒川さんがちょうど来てくれて、ホントよかった」

　机の上のピアッサーやら鏡やら、そして今回使わなかった大羽くんがあらかじめ用意していたピアスなどを後片づけしながら、大羽くんが言った。

　後片づけがすむと大羽くんは立ち上がり、背筋を伸ばす。

　あたしは、頭一つ高いところにある大羽くんの顔を見上げた。

　ずっと席に座っていた大羽くんを見下ろしてる状態だったけど、ふっと立場が逆転したような感覚にとらわれる。

「だってさ、ピアス開けようとしてたところに、たまたまピアッサー持った緒川さんが通りかかるなんてさ」

「ねー。おあつらえ向きすぎるってゆーか、好都合ってゆーか……」

「奇き跡せきっていうか、運命に近い気がする」

「──え？」

　あたしに向けられる、大羽くんの控ひかえめな笑顔。

　それに「奇跡」とか「運命」なんて──。

　そんな言葉を聞いた瞬しゆん間かん──。

　ちゅくっと、胸になにかが刺ささったかのような感覚に襲おそわれてしまった。

「──緒川さん？」

「はい？」

　大羽くんにあらためて名前を呼ばれて陶とう酔すいから我に返ったあたしは、思わずピキッとかしこまった。

　すると大羽くんは、ふっと邪じや気きのないいたずらっ子みたいな笑えみを浮うかべながら、自分の右耳たぶを指差すように触った。

「穴、開けられちゃった、」




「はじめてだったのに。緒川さん、責任とってね」




「……はああ？」

　まるではじめてを捧ささげて恥はじらう女の子みたいな──。

　そんな口くち振ぶりで冗じよう談だんっぽく笑う大羽くんに、思わず声が上ずった。

「……なんてね。冗談」

「……でしょうね」

　大だい丈じよう夫ぶだよ、わかってるよ。大羽くんそんなこと言うキャラじゃないもんね──なんて思いながら、ドギマギがいつまでも消えない自分がいることに気づく。

　──ああ、これって……。

　これって……。

（……ヤバイじゃん）

　大羽くんのピアスの穴を開けた時、耳たぶを触った時の距きよ離り感かん。

　あの時は夢中で気づかなかったけど、今振ふり返ると恥ずかしくて照れ臭くさくて、とんでもないことしたなと思い返す。

　──でも、後からじわじわくるかもしれないよ──。

　──痛みが？──。

　──痛みが──。

　これって、そっくりそのまま自分に返ってきてるじゃん……。

　あらためてありがとうとバイバイをして上じよう機き嫌げんに立ち去ろうとする大羽くん。

　心ここにあらずであたしもぼんやりと手を振り返し、教室のドアに向かっていく大羽くんをぼんやりと見送る。

　その背中を見て──。

　あたしの中で、さざなみのように感情が沸わき立っていくのを感じていた。




　──はじめてだったのに。緒川さん、責任とってね──。

（責任、とりたいんですけど）
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　うちの学年には倉くら内うちという苗みよう字じの女子生徒が二人いる。いわゆる同どう姓せいというやつだ。




　一人は誰だれもが認める超ちよう絶ぜつ美少女。

　すっと通った鼻筋にぱっちりとした大きな目、薄うす桃もも色いろの頰ほおに、形のいいぷっくりとした唇くちびる。スラリと伸のびた細長い手足によく似合う白い素す肌はだは、まるで陶とう器きのようななめらかさ。

　廊ろう下かに出れば男子に囲まれ、街を歩けば芸能事務所のスカウトがやってくるという。まさに、漫まん画がに出てくる理想のヒロインにぴったりな完かん璧ぺきな女の子だ。




　そしてもう一人は誰もが認める平へい凡ぼんな女の子。

　可もなく不可もない顔立ち──まぁ、しいて言えばくっきりとした二ふた重えまぶたがチャームポイントだろうか。平均的な身長に体重。黒い髪かみを二つに結び、授業中に今日の夕飯なんだろな、なんて考えている、そこらへんにゴロゴロいそうな普ふ通つうの女子高生。

　廊下に出れば男子に囲まれるなんてこともなく、街を歩けば寄ってくるのはティッシュを持ったキャッチセールスのおにーさんくらい。まさに、漫画のモブキャラにぴったりという平々凡々な女の子。

　べつに超絶美少女が悪いわけではないけれど、同じ苗字のせいで平凡な彼女がひどい差別を受けてきたということは容易に想像できるだろう。

　え？　平凡な子が可か哀わい想そう？　そんなの知ってる、ほっといて!!

　……そう。なにを隠かくそう、そんな可哀想なもう一人の倉内さん──倉内美み奈なはこの私なのである。







　私の日常は散々だ。

　男子生徒に〝倉内さん〟と呼ばれて振り向けば〝あ、君じゃなくて可愛かわいいほうの〟と付けくわえられ、ラブレターをもらって呼び出されれば〝お前じゃねーよ!!〟とキレられる。

　いやいやキレたいのこっちだから。同姓だからって好きな子の靴くつ箱ばこ間ま違ちがえんなよバカヤロウ!!




〝可愛いほうの倉内〟と〝じゃないほうの倉内〟。




　いつのまにか定着していたこの不ふ名めい誉よなあだ名。芸人でもないのに〝じゃないほう芸人〟の気持ちがよくわかる。

　どうしてあんな超絶美少女と同じ苗字なんだと先祖を恨うらみ、どうしてあんな超絶美少女と同じ学校にしたんだと神様を恨むこと早二年。

　なんなのこのクソみたいな理り不ふ尽じんな現状。私なんか悪いことした？　してないよね？　なのになんでこんな仕打ち受けなきゃいけないの？　ふざけんなっつーの！　なんて思っていたのも束の間。残念なことに、この〝じゃないほう〟の扱あつかいにもすっかり慣れてしまった。最近では、まぁまだ〝可愛くないほうの〟と直接的に言われないだけマシだろう、なんて無む駄だな超前向き思考も備わってきたという始末。

　感覚が麻ま痺ひしているのは自分でもわかってるけど……しかたないじゃん。こうやって割り切らないと学校生活送れないんだからさぁ。







　はぁ、と溜ため息いきをついてとぼとぼと廊下を歩く。

「俺さっき可愛いほうの倉内さんとしゃべっちゃった！」

「は!?　抜ぬけがけかよ!!　ずっりー!!」

「あれはヤベーよ！　近くで見るとマジ天使!!」

　どうやら今日ももう一人の倉内さんは大人気らしい。窓際で興奮気味に語り合う男子生徒を一いち瞥べつし、再び溜息をこぼした。

「倉内」

　後ろのほうで私の苗字を呼ぶ声がするけど、私はけして振り向かない。この声は私を呼んでるわけじゃないって、ちゃんとわかってるから。

　だって、振り向いたらきっと、ちょっと気まずそうな顔をした男子に「あーっと、君じゃなくて。可愛いほうの倉内さん」と言われるのがオチだ。これは二年間の高校生活で嫌いやというほど学んだことである。ああ、悲しい。こんな苗字、大っ嫌きらい。

「倉内」

　後ろの声はまだ止やまない。

「倉内」

「…………」

「倉内ってば」

「…………」

「おい、倉内美奈！」

「……っ!?」

　大きな声でフルネームを呼ばれたと思えば、右みぎ腕うでをぐっと引かれて立ち止まらざるを得ない。……え、なに。ホントに私のこと呼んでたの？　可愛いほうの倉内さんじゃなくて？

　ギギギ、と錆さびついたおもちゃのように首を回すと、そこには見知った男子生徒が立っていた。

　ワックスで無造作にセットされた黒くろ髪かみに左右合わせて三つのピアス、つり上がった三白眼、第二ボタンまで開いたシャツからだらりと下がるチェックのネクタイ。

「……河かわ西にしくん？」

　私の腕を摑つかんでいたのは同じクラスの河西くんだった。ちなみに、現在となりの席の人物である。

　河西くんはぐっと眉み間けんにシワをよせると、私をにらむように見下ろした。う～ん、鋭するどい三白眼で見下ろされるとなかなか迫はく力りよくがあるなぁ。

　河西くんは不ふ機き嫌げんそうな顔のまま小さく口を開いた。

「……何回も呼んでんじゃん。止まれよ」

「あ、ごめん。倉内って私のほうだと思わなくて。勘かん違ちがいして振ふり向くのも恥はずかしいし、みんなに気まずい思いさせるのも悪いかなって」

　思ってたことをそのまま伝えると、河西くんの眉間のシワがさらに深くなった。いやいやなんで!?　怖こわいんだけど！

「えっ!?　なんか今河西の口から倉内さんの名前聞こえたんだけど!!」

「なになに!?　いるの!?」

　地じ獄ごく耳みみらしいさっきの男子生徒二人がわらわらとこっちに近付いてくる。うわヤバイ。これ絶対面めん倒どうくさいパターンだ。私の眉間にも自然とシワが寄っていた。

　河西くんの後ろからひょっこりと現れた男子生徒二人の顔が、私と目が合った瞬しゆん間かん明らかに落らく胆たんの色を見せる。

「な～んだ。〝じゃないほう〟の倉内かよ～」

「まぎらわしいんだよお前～」

　私はとっさに俯うつむいた。

　ああほら、まただ。そっちが勝手に勘違いしたくせに勝手に文句言って。こっちがどんな気持ちになるかとか、そんなの考えもしなくて……。いくらこの扱いに慣れたって言っても、傷つかないわけじゃないんだからね。ギリ、と奥歯を嚙かみしめた、その瞬間。

「オイ」

　恐おそろしく低い声が聞こえてきて顔を上げると、河西くんが連続殺人犯のような形相で二人の事をにらんでいた。う、わ！　これは明らかに怒おこっている。それも、結構マジなやつ。

「な、なんだよ河西。そんなにらむなよ」

「[image: ]？」

「ひっ！」

「つ、次移動だから俺たちもう行くわ。じゃーなー」

　河西くんのオーラにビビったのか、二人の男子生徒はそそくさとこの場から逃にげ出した。

　うん、わかるよその気持ち。だって横顔だけでも恐ろしかったもん。正面から見られていた彼らの恐きよう怖ふは計り知れない。

　二人の足音が遠ざかると、残された私と河西くんの間に気まずい空気が流れた。

「倉内」

「は、はい！」

「なんつーか……ああいうバカな奴やつらの言うことなんか気にすんなよ」

「え？」

「倉内は倉内なんだから。もっと堂々としてればいいんだ」

　照れくさいのか、河西くんは私から視線をそらしながら言った。私もつられるように視線を外す。

　不良っぽい見た目から勝手に怖いイメージを抱いだいてたけど、河西くんは意外と良い人なのだ。

　こないだも教科書忘れたらそれに気づいて見せてくれたし、たまに売店のジュースおごってくれるし、なにか悩なやんでたら相談に乗ってくれるし……こうやって、フォローもしてくれるし。

「……うん。ありがと」

「……おー」

　なんとなく気き恥はずかしくなった私はあわてて彼に話題を振った。

「そ、そういえば！　河西くん私になにか用だったんじゃないの？」

「……あー。そういやそうだった」

　河西くんは左手に持っていたノートを差し出す。

「これ。お前のだろ」

「えっ、あ、私のだ！　え、なんで？」

「なんか俺の机に置いてあった。誰だれかが間ま違ちがえて置いたんじゃねーの？」

　どうやら河西くんはこのノートを届けに追いかけてきてくれたらしい。ちょうど次の授業に使うノートだったのでありがたい。

「わざわざありがとね。河西くん次の選せん択たくうちの教室でしょ？」

「……別にヒマだったから届けただけだし」

　それだけ言うと、河西くんは踵きびすを返して歩き出す。次の時間は選択科目だ。私は教室を移動するけど、河西くんは自分のクラスで授業を受ける。それなのにわざわざノートを届けてくれるなんて。さっきのフォローといい、河西くんは優やさしいなぁ。

　……本当に、私は彼の優しさに何度助けられたことだろう。感謝してもしきれないや。

　あ、そうだ。授業が終わったらお礼にジュースでも買ってあげよう。河西くん、なんのジュースが好きだったっけ？　炭酸や果か汁じゆうを頭に浮うかべながら、私も教室に向かって歩き出した。




　　　　＊




「あ」

「あ」

　廊ろう下かの曲がり角。

　目の前で気まずそうにぽりぽりと頰ほおをかいているのは、先日私に堂々と〝じゃないほうの倉内〟と言い放った男子生徒の一人だった。確か、となりのクラスの岡おか田だくん。

　いつまでも向かい合ってるわけにはいかないので、私のほうから歩き出す。すると、どういうわけか岡田くんはあわてたように「待って！」と私を呼び止めた。

「……なに？」

「あー、あのさ。こないだは悪かった」

「え？」

「あのあと河西に怒られてさー」

「あのあと？」

「うん。ほら、俺がその……なんだお前のほうかよ、みたいなこと言ったじゃん？」

「ああ、うん」

「で、河西にも人の気持ち考えろとか言われたし、俺なりにちょっと反省したわけ。女の子に無神経なこと言ってホントごめんな」

　どうやら彼は先日の出来事を謝っているようだった。こんな事、二年間で初めてだ。

「いや……慣れてるからいいけど」

「あ、マジで？　よかったー。なんか河西がめっちゃキレてたからさー、俺倉内さんのこと超ちよう傷つけちゃったのかなって結構焦あせってたんだよねー」

「……ううん。それは大だい丈じよう夫ぶ、だけど」

　どうしてだろう。なんだか胸のあたりがほんわりとあたたかくなってきた。今まで心に刺ささっていた言葉がスゥッと消えていくような感覚に、自然と笑えみがこぼれる。

「でも……謝ってくれて嬉うれしかった」

「え？」

「ありがとう、岡田くん」

「……お、おぅ」

　心なしか教室に向かう足取りが軽い。

「可愛かわいいほうの倉内さんがさぁ！」

　それに、今日はなぜかもう一人の倉内さんの話題が気にならない。

　今私の頭を埋うめつくしているのは、目つきの悪い三白眼の彼だけだった。







　その日の放課後。

　委員会の集まりを終えて廊下を歩いていると、下げ駄た箱ばこのあたりでだれかの話し声が聞こえてきた。

「なーなー！　河西って倉内さんと仲良かったよな？」

「……は？」

　突とつ然ぜん出てきた自分の名前にとっさに物もの陰かげに隠かくれる。いやでも待って。彼が言う倉内さんはもう一人の倉内さんかもしれないし……。あれ？　でも今の声ってもしかして岡田くんと……河西くん？　なんで二人が一いつ緒しよにいるんだろう。めずらしい組み合わせだ。

「あ、倉内さんって言っても〝じゃないほう〟の倉内さんね！」

「おっ前！　アイツのことそういうふうに言うのやめろって言っただろ!!」

　怒おこったような河西くんの声に私の肩かたがビクリと上がる。

「おーワリ、つい癖くせで」

「今度から気をつけろよ。……つーかなんで突然倉内？」

「んー、実は今日廊下でバッタリ会ってさ。俺、その時〝じゃないほう〟って言ったこと謝ったんだよ。そしたら謝ってくれて嬉しいって笑ったんだけどさー。なんつーか、その顔がけっこう可愛かったんだよね」

　予想外の言葉にドキ、と心臓が高鳴る。だ、だって、今までそんなふうに言われたことなんてなかったし！　岡田くんはさらに続けた。

「だから連れん絡らく先知りたいなー、なんて思って」

「は？」

「河西、倉内さんのアドレス知ってんなら教えてくんない？」

「……お前バッカじゃねーの？」

　河西くんはハッと鼻で笑うと、さも当然と言わんばかりに続けた。




「倉内が可愛いのは最初からだろーが」




　ぶわっと体温が一気に上じよう昇しようした。

　ついさっき岡田くんに言われた〝可愛い〟なんてときの比じゃない。ドキドキを通り越こしてバクバクと鳴る心臓がうるさくて、周りに音が漏もれてるんじゃないかと心配になる。

「は……？　いや、え？」

「今いま頃ごろ気づくなんて遅おそいんだよバカが」

「え、ちょ、まっ、ええっ!?」

「言っとくけど倉内のアドレスは絶対教えねーから。つかお前だけじゃなくて絶対だれにも教えねー」

「はぁ!?　なんだよそれ!?　……え？　あれ？　お前、もしかして倉内さんのこと……」

「じゃあな」

「あ、おい待て！　河西！　待てって！　おい！　今のどーいうことだよ！　説明しろ！　おい！」

　二人の声がだんだんと小さくなっていく。私は身体中の力が抜ぬけて、へなへなとその場にしゃがみ込んだ。

　……な、なに今の。

〝倉内が可愛いのは最初からだろーが〟

　河西くんの言葉だけが頭の中をぐるぐると駆かけ巡めぐる。体温がさらに上がった気がして、思わず顔を両手で覆おおった。頰から伝わる温度が熱くて熱くてしかたない。

　ねぇ河西くん。それはどっちの倉内さんのこと？　私？　それとも、みんなが思ってる倉内さん？

　あんなふうに言われたら私、期待しちゃうじゃんか。

「…………どうしよう」

　ああもう、となりの席なのに。

　明日あしたからどんな顔して河西くんに会えばいいのか全然わかんないんだけど!!
















[image: 恋ノート　私音]




「恋がしたい！」

　ユウナに効果ばつぐんだと聞いた『恋ノート』。

　書けば恋が叶かなうと噂うわさで、ユウナは書いてから１ヶ月もしないうちに彼氏ができた。

　私は……。

　書いてから３ヶ月。変化なし。

『彼氏がほしい』から、

『好きな人がほしい』それから、

『恋がしたい』まで。

　お願いランクを下げてきたのに、変化なし。







「なんで？」「なんでなの？」

「お前さっきからうるさい!!」

　寝ねているとばかり思っていたハルトがベンチから起き上がる。

　日曜の午後、先週のテストの結果がすべて悪かったせいで、幼おさな馴な染じみの秀しゆう才さいハルトに私の勉強を見てほしいと母が勝手にお願いしたのだ。そして今、公園のテーブルでハルトのノートを写している。

　最初は図書館へ行く予定だったのに、ハルトは「眠ねむい」と言い出して図書館横の公園へ向かうと、私へノートを写せと命令して自分はベンチで横になり、眠ってしまった。

「勉強、教えてくれるんじゃなかったの？」

　教えてもらっても聞く気はなかったが、一応聞いてみる。

「ノートに要点は写してある。それ見ておけばテストは平均以上いける。お前教えても聞く気ないだろ？」

　ハルトの言葉にカチンときたが、正論だしノートは解りやすいし、言い返せない。

　ハルトがベンチから私のいるテーブルへ来て、私の写したノートを見る。

「何だこれ？　落書きばっかじゃん」

　写したノートの余白に、ふと思い出したことを忘れないように『赤ペン買う』とか、公園を舞まう蝶ちようの絵とかイロイロ書いたのを見て、ハルトがクスリと笑う。

「そこじゃなくて、ちゃんと写すところは写したから！　合ってるかだけ見てよ！」

　ハルトはそのノートとテーブルに置いてあった赤ペンを手に取り、３メートルほど離はなれたさっきまで寝ていたベンチへ座ると、ペンをノートに走らせる。

　しっかり写したつもりだったが、間ま違ちがえていることに少し凹へこむ。

「そんなに……間違えてた？」

　少し難しい顔をしたハルトが、何度もノートに書きこんでいる。

　そんなに多いのかと、真しん剣けんにやらなかった事を反省する……。

　ペンのキャップをしめると、ハルトはベンチから私のいるテーブルへ戻もどってきて、ノートを私へ渡わたす。

「……答え書いといた」

「ありがとう」

『間違いだらけ』と指し摘てきされると思ったが意外に優やさしくてホッとする。

　そして、受け取ったノートを開いて間違った場所を確かめる。

「………」

　ノートを見た私は……。

　驚おどろきで、言葉が出なくて急に耳に心臓の音がうるさく響ひびく。

　幻げん覚かくかと思って、瞬まばたきをして、もう一度ノートを見る。

　私がノートの余白に書いた言葉に答えが書いてあった……。




「恋がしたい」その横に『俺にしろ！』

「好きな人がほしい」その横に『俺にしておけ！』

「彼氏がほしい」その横に『俺がなる！』




　最後はインクがなくなり薄うすくなった赤ペンで、何度も上からなぞってあった。

　ハルトは、また、ベンチで昼ひる寝ねをはじめている。

　少し離れたハルトの寝ね顔がおに胸が高鳴った。







[image: ファンファーレは突然に　　真山マロウ]




　放課後になってすぐ、となりのクラスの爾みつるが教室に入ってきた。今日こそ絶対うまくいくから、と息巻いている。生まれつき色素が薄めな、ふわふわの髪かみを弾はずませて。

「そんな宣言いいから早く行きな。待たせると、ふられる確率あがるよ」

　と言ってやる。爾は「嗣つぐ美みのアドバイス、的確すぎる」と屈くつ託たくのない笑え顔がおで、教室のすぐ横の階段を駆かけおりていった。

　あいつが向かったのは校舎裏。恒こう例れいになった月１の告白タイム。前はそれなりにいたギャラリーも、今はあたしのみ。

　２階廊ろう下かの窓から見おろすと頭がふたつ。オレンジがかった茶色いのと、つやつやの黒。後者が爾の片思いの相手、１組のサユちゃん（本名は紗さ由ゆ里りちゃん）だ。

　しっかりしたお姉さん系女子で、男子だけじゃなく女子にも人気がある。話したことはないけど、さんざん爾に聞かされてきた話とこっそり観察した結果を総合しても、悪い印象はない。てゆうか、気配りもできて人当たりがいいから、正直お友達にほしいタイプ。

　下界では爾が、熱心にサユちゃんへ想いを伝えている。語ご彙い力が足りないのを身ぶり手ぶり、全身いっぱいで補って。

　爾の戦績は、高校に入ってからだと14連敗。でも本人によると６歳のときからチャレンジしまくってたらしいから、連敗記録は通算３桁けた……いや、もしかしたら４桁いってるかもしれない。

　どうみてもノーチャン。なのにそれでも諦あきらめないってのは、一いち途ず系まっしぐら男子の爾っぽい。







　ふたりは家がとなりの幼なじみで、母親同士が妊にん娠しん中からのママ友だったこともあり、物心つく前から一いつ緒しよに遊んでいたらしい。今でも家族ぐるみのお付き合いは続いている。

　そんな爾がサユちゃんを好きになったのは幼よう稚ち園えんの年長さんのとき。体が小さいのをネタに周りの子たちに泣かされていたのを助けられ、まんまと恋に落ちたテンプレ展開だ。

　猪ちよ突とつ猛もう進しんの爾はそれから毎日、１日に何度もサユちゃんにコクったけれど、小学校に入る直前に「キュンとさせてくれたら彼女になってもいい」と言われたそうだ。

　どうしても弟みたいだから恋れん愛あいの対象として見られない、ってのがサユちゃんの言い分。

　普ふ通つうそのくらいのお年とし頃ごろって、仲よしの相手に好きって言われただけでもなんだか嬉うれしくて、「おっきくなったらお嫁よめさんになったげる」って約束でもしそうなのに、さすがサユちゃん、慎しん重ちよう派なだけでなく考えることも言うことも相当おませさんだ。

　しかも告白の回数を減らすよう、定期的に約束させてるんだから抜ぬけ目ない。おかげで爾の告白は、小学校では１日１回、中学校では週に１回、高校からは月に１回……で今に至る。

　爾とあたしは、１年のとき同じクラスで日直をしたのがきっかけで、今みたいに話すようになった。

　お互たがい苗みよう字じが上うえ田だで、自分の苗字を呼ぶの落ち着かないねってことで下の名前で呼ぶことにしたら妙みような連帯感というか親近感が生まれて、爾がサユちゃんのことを相談してきたのが始まりだ。







「またダメだった……」

　がっくりうなだれて爾が戻ってくる。あたしは一足先に教室に入って、自分の席でそれを待っていた。

「知ってる。見てた」

「絶対うまくいくと思ったんだけどなぁ」

　ひとり言みたいにこぼした爾が前の席に座り、こっちの机に覆おおいかぶさってくる。

　告白の後はこうして、ふたりで反省会をするまでが一連のながれ。次回にむけての傾けい向こうと対策なんて言ってるけど、実際はうだうだしゃべるだけ。他ほかの子たちは部活とかバイトとか遊びいったりとか、有意義にすごしてるってのにね。

「で、今回はなんだって？」

「悪くないけどそうじゃない、って」

　苦笑いするサユちゃんが目に浮うかぶ。

　毎回難なん癖くせつけるみたいな返事だけど、悪あく趣しゆ味みにからかってるよりは、爾が自然に諦めるのを辛しん抱ぼう強づよく待ってるかんじ。家族みたいな友達って関係を維い持じしたいのが本音なんだろうな、たぶん。

「でもさ、悪くないってことは可能性なくもないってことだよな？」

　爾が言う。机に伏ふしたままの撃げき沈ちんスタイルのくせに強メンタル。どんだけポジティブよ。

「重要なのはそこじゃなくて、後半の『そうじゃない』ってとこだと思う」

「あ……そっか。じゃあ、どうすればサユちゃんに刺ささるんだろ。こないだ回りくどいって言われたから、今日はどストレートでいったんだけど」

　その前は大人路線で攻せめてた。その前は無む邪じや気き路線。その前は──。

「ほんと懲こりないね。あたしだったら、さっさと諦めて次にいく」

　戦歴をさかのぼって思い出してたら、ついそんなふうに口走ってしまった。

　だけども爾は気を悪くすることなく、それどころか、

「わかる。すげぇ嗣美っぽい」

　なんて返してきたから、あたしのほうがムッとする。

　わかってない。爾は全然わかってない。さっさと諦められない。次にもいけない。本当のあたしは、そんな人間なのに。

　ずっと我が慢まんしてきたけど、限界だと思った。

「反省会、今日で最後にしよう。意味ない気がする」

　いつからだろう。爾といる時間が、とても大切なものになったのは。

　最初は、知り合いのいないクラスで、話し相手がほしかっただけ。明るくてだれとでも気さくにしゃべる爾は、ちょうど良かった。

　２年になってクラスが変わっても毎日欠かさず昼休みや放課後になると遊びにきたのには驚おどろいたけど、コミュ障で友達らしい友達のいないあたしには、ありがたいことだった。

　でも最近は、それが逆にきつい。

　サユちゃんの話を聞かされるのも、奇き跡せきがおこってふたりが付き合うことになっても、毎度ふられて爾がへこむのを見るのも。

　あたしの発言によっぽど度ど肝ぎもを抜かれたのか、爾が噓うそみたいな勢いで顔をあげる。

「えっ、困る！　嗣美が頼たよりなのに！」

　至近距きよ離り、まんまるに見開いた目とまともにかちあって怯ひるみそうになる。

「いや、そもそも、そんなに助言してないし」

「そんなことない！　サユちゃんも、高校に入ってから告白のセンス良くなったねって褒ほめてた！」

「それはサユちゃんが優やさしいから」

　あたしが相談にのってるの知ってて、そう言ってくれてるんだ。そんな気づかいをされたりすると、よけいに『負け』を実感する。

　小さく下した唇くちびるを嚙かむ。

　爾は気持ちに言葉が追いつかなくて支し離り滅めつ裂れつになるのを、もどかしそうに両手をにぎり拳こぶしにして、まっすぐな瞳ひとみであたしを射い貫ぬく。

「ちがう、サユちゃんは優しいけど噓つかないし、嗣美は間ま違ちがってないし、こうして話すの必要だし、」

「てゆうか俺は、嗣美としゃべる時間がへるの嫌いやだ、つまんない！」

　ぐらり、と眩暈めまいをおこしそうになる。

　ああ、こういうとこだ。爾の言うことに深い意味なんてない。変に期待するだけ無む駄だ。なのに、いちいち食くらってしまう。たとえ、ただの相談相手としか思われていないことを、ちゃんと自覚していても。

　だから、もう終わりにしたいんだ。

「どう頑がん張ばっても、これ以上は無理。だって、爾の告白、サユちゃんには刺さってなくても……」

　こんなこと言うつもりじゃなかったんだけどな、と心の中でため息。リュックを取って立ち上がる。




「あたしには刺さってる。ひとつ残らず全部」




　ぽかんと口を開けてあたしを仰あおぎ見ていた爾が、だんだん真っ赤になるのを見届けて、教室を出る。

　背後で、待って嗣美、という声のあとにバタンと椅い子すの倒たおれる音がして、痛いてぇ！　と悲鳴が続いた。

　あんなそそっかしいヤツのどこがいいんだろ、と思ったら無む性しように笑えた。

　別べつ棟とうの音楽室からは、吹すい奏そう楽がく部の華はなやかなハーモニーが鳴り響ひびいていた。
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